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望ましい緑の配置をさく．って

…緑の再配置計画…

よだかずお

依田和夫

(凛鳥唇臭埜浸ﾁーﾑ）

1．山からの提言…･緑へのツケにこたえて…・

近年の一般大衆の緑に対する関心は,一部盲目的な側面をも伴いながら増大しており，自然保護運動か
ら盆栽，植木の需要などへそのハケロを向けている。

いうまでもなく，このような動向は,かつての生産第一主義による生活環境等の悪化や，とめどもなく

膨張する都市化の波による緑の減少等が原因となっており，極端な表現をすれば「開発や公害のツケを緑
ﾙこすべてまわされた」感じにもなっている。

このような｢緑に対するツケ」の特徴は，日本国民の70％が都市域の居住者であることを証明してか，

都会から山村または山地を考えるタイプがほとんどであること。これを受けた官公庁の法令が,後述する
ように大半,山を向いており，ヒザ元を忘れていることなどである。また，緑の持つ多面的効用を過信し，
緑があらゆる公害防止の救世主であるかのように錯覚するか,またはチウがえて煙を出す工場のまわり

●●■●●

に緑を造るツケ････かくれ承のならぬかくれみどり」も一部には承られるところでもある。

このような「ツケ････要請」に対してわれわれ林業技術者は，量,質ともに緑のもっとも大きな代表と

断言できる森林を維持，造成する担い手として，いったい，どのようにこたえるべきなのだろうか。

確かに，緑はあらゆる公害の救世主ではないし，必要以上のツケをまわされても困るが，人間を含めた

あらゆる生物の生活環境を良好にする力は,動植物生態学を待つまでもなく明らかなところであり，緑造
りの要請に対しては公害問題と別な次元で対処すべき義務があるものと考えられる。

しかし，現実にわれわれ林業技術者が目を向けているのは，あくまでも国有林,民有林といった里山部
分で都市域のグリーン・ベルトにかかわり合う以外ほとんど山地，つまり現在山，森林がある所であり，

源生林の破壊とか大面積皆伐といった一部の技術問題と，外材や過疎等から来る林業経営の不振→森林
の荒廃といった林政問題を除けば，これら山地は大半良好な緑でおおわれているといえよう。もちろんボ

イ山とか巻き悪林地で木材生産上良好といえないものもあるが，わが国の森林生態上から見たとき，そこ
,の環境立地にふさわしい緑が存在していると考えられる。

このように，山地地帯における緑はおおむね良好だからといって，われわれが緑に対するツケにこたえ

たことになるのだろうか。近年の社会情勢からしてこれだけではノーというべきであろう。

日本人の祖先は米作農業を中心に,過去2,000年の歴史の中で試行錯誤をくり返しながら,水面積を困

難を伴わずにできるだけ多く確保できる平担地形を森林から田園に変えて来た。そしてこれを中心に商

工業が発達し，現在の都市造一田畑一山地といった土地利用形態が大ざっぱにいってでき上がってきたと
牝､えよう。
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しかし，この型も近年の田畑，里山を食いつぶす都市膨張と，これに伴う都市域の生活環境悪紘が必要

以上の自然緑へのニーズとなって山地の別荘開発が進む*'〕といったパターンで急激にくずれ出‘してい

るo

われわれ林業技術者は，この現代の怪獣,一億余の日本列島の住民のおよそ70％を飲みこんでいる都
市域,面稜は小さいが，自然条件と社会経済的条件のどちらからゑても十分以上に歯ごたえのあるこの地

域の緑へのツケに目をつむることはできない。

この地域は建設省を主体とする都市計画の範ちゅうである，とする役人的発想は確かに現実的には否

定しえない大きな問題ではある。

れた経済審議会の「経済社会基本

の緑を代表する都市公園について

度目標9m2においており，ドイ

ど，造園的手法に頼る緑の質から

はない。

しかし,現行の｢新経済社会発展計画」に代わるものIとして,先般答申さ

計画」によれば，都市域の生活環境施設の一つであり，かつ，この地域

昭和52年の5年後の目標を1人当たり4.7m2(狸年度末3m2)60年

ﾂやオーストリアなどのヨーロッパ諸国*2〉に比較しても，庭木や花な

しても，この都市公園が緑に対するツケをすべて背負ってくれるもので

このような都市域の緑に対する要請に対し，林業側が必ずしも無策であるわけではない。環境緑化木の

生産や，緑化センターの動き，そして緑の食いつぶしに対する森林法による歯止めの試み等がそれであ

り，とくに綱ヒセンターの今後の動きはこの点で将来を期待するものである。

現在，日本の都市およびその周辺に分布する森林は，林野庁が昭和44年に行なった森林生産力調査に
よれば，都市およびその周辺5km内におよそ126万llaと推定される。全国人口の約70%がこの都市

域に住んでいるので1人当たり面積は約0.02ha弱，全国1人当たり森林面積のおよそ10分の1弱で少

ないが，それでも都市公園面積に比べれば，はるかに多い。

われわれ林業技術者は山地での緑造りに加えて，この種の都市林と前記の都市公園をケルンに，かつ

て2,000年の間，山の上へ上へと追いやられていた森林の緑を,今こそもとの緑の配置へと復元する積極

的担い手でなければならない。

このよ,うな考え方を背景として（現実的には緑化木の生産体制整備の一環を含めて）名古屋営林局では

46年度に終了した管内の土地利用区分プロジェクトに次いで，地域社会の緑造りを推進する第2次土地

利用プロジェクトを4』7年度発足させ地域社会の反応をゑたところ，「緑へのツケ」を裏づけるような大．

きな反応があり，県や市町村等へ具体的な緑造りの青写真作成から，現地指導，苗木や植林業体の斡旋，

紹介等を行なったo48年度はこのような緑造りの要請がますます増大することにかんが承,48年度営林

局業務方針の一つに剛域社会の環境緑化の推進」をかかげ，体制強化を図っていわゆる「緑のプ戸ジェ

クト」を発足させた。

このような都市域に対する林業サイドからの緑造りについて中日新聞足立省三氏*3)は｢山からの提言｣1

と呼んだ。

2．緑の保全等の動向…国民の動きは盛んだが．…

このような都市域の緑の復元，または再配置をめぐる地域社会の動向や，法令等の動向についてゑてみ‐

よう。

まず地域社会の動向を名古屋周辺にひろってゑると，表－1のとおりであり，官公庁,市町村,住民,工

場に至るまで緑造りに対する意欲はまったく旺盛であり，まさに緑に対するツケの大きさを感じる（地域

問題研究グループや営林局等の動きもあるが)。

しかし，この例の中でもみられるように営林局のプロジェクト・チームが参画したものおよび新日鉄等”

を除けば，緑造りといってもいったいどのような緑を造るのかが明らかでなく，それぞれ発想はマチマチ

で，あるところは公害対策として公害に強い木を植える，またあるところでは造園的な公園を，または花

－2－
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表－1緑造りに対する地域社会の動向（名古屋周辺の例）

｜名 称’計画機関 内 容

愛知県緑のネックレス描想 名古屋市を中心として緑の拠点（ネックレスの玉）を配置する緑造
り

愛知用水の一用水池の周辺に自然林を造成するもの．〃水道局水源の森
（営林局プロジェクI､参画，すでに具体化）

雲'鳶蕊醗慧譲高森山ドﾝグﾘ作戦〃住宅公団のニュータウンの周辺に自然林を育てようとするもの
（ ）

土岐市周辺の民有林直轄治山跡地の森林に保全林整備事業とあわせ
土岐市土岐の森陶史の森といった自然林を造成するもの

（ 〃）

陶芸の街を象徴する陶芸村とその周辺に自然林を育てるもの
常滑市陶芸村郷土の森〃（ ）
名古屋市象どりの街づくり緑の少ない名古屋市に公園造りや緑化を進めるもの

名古屋市の承どりの街造りを推進するもの
名古屋J・C元塩公園の承どり造り

（ 〃）

譜古屋港木材組合名古屋木材港の緑化埋め立ての港に緑を造ろうとするもの（営林局プ戸ジェクト参画）
新日鉄エコロジー手法による工場緑化工場周辺に自然林を仕立てようとするもの

‘中部電力火力発電所周辺緑化火力発電所を緑化しようとするもの

‘中日新聞学校を緑でつつむ運動学校の周辺を緑化しようとするもの（〃）

6

争一

表－2法令等に承る「自然」環境保全の考え方

｢自然」の対称個所 保全の姿勢

蝿瀞|雷濡
○

○

○

○

○○

○

○

○○

○△

○△

○○

○○

○△

○

△○

○

△○

△△

令等法 考

山村,山地|創溌よ
○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○△

○△

○ ○

○

○ ○

○

○△

△

○

○

自然環境保全法

嵩山県自然環境保全条令

石川県自然保誰条令

長野県〃

岐阜県自然環境保全条令

三重県自然保護条令

和歌山県自然環境保全条令

滋賀県〃

奈良県〃

愛知県自然環境の保全，緑化
の推進に関する条令

兵庫県自然保護条令

東京都自然保護と回復に関する条令

埼玉県自然保護条令

神奈川県自然環境保全条令

森林法

都市計画法

都市公園法

工場立地法（現審議中）

○
△
印
印
該当

一部該当

ー

■

－
１
主旨を想定し記入

○
△

を植える…･とイメージが異なるのが特徴である。

次に，緑を中心とする自然騨境保全,造成について，関係法令はどのように考えているのだろうか。

表－2によれば，まず自然環境なるものは大半のところで山地・山村を主体に考え，都市域の緑を対象

とするものは少な山妬そLて都市域を対象にしているものも，現在ある自然(緑地)を保護する立場が中心

－3－



であり，失なわれた緑や少ない緑を積極的に復元し，造成しようとするものは全く少な&,点に注目すべき

であろう。これは，かつてわが国に森林が豊富で，これを守ってさえいれば緑が保たれた時代のパターン
であると同時に,お役所の指導,監督といった体質の現われでもあろう。先述したように"わが国は2,00α
年の歴史の中で米作農業，工業の進展→森林の食いつぶしが進承，とくに近年の都市の過密”膨張によっ
て都市域の緑の食いつぶしには拍車がかかった感がある。このような情勢の中では，都市域の緑造りを積
極的に推進する姿勢の立法化が望まれるのである。

しかし，かりにこのような立法化が進んだとしても，現在のような土地所有権，地価といった社会経済
情勢の壁を考慮すれば，結局,都市域の緑の回復，造成は，一つには地域社会の住民や工場＊そして官公
庁に緑造りの波をおこさせること，二つにはこの波を共通な緑造りのイメージとすること，三つにはこのハ
波に技術協力を行ない緑化木も供給して，地道に緑造りを推進することしかない，とも考えられるが..。

3．緑の再配置計画．．－オープン・スペースを自然林で…

今まで,都市域の緑，とくに人口膨張の著しい都市域の緑が食いつぶされていること，この現象の著し
い地域の住民，工場,県,市など公共団体等（とくに名古屋を中心とする東海地方)の間には緑の復元,造
成の動きが高まりつつあること，しかし一方では，この都市域の緑造りや,保全を積極的に推進する立法
や関係官庁の動きが，立ち遅れていること（都市地域の自然環境確保,または積極的復元について,現行法
令の大半は消極的であり，現在存在する緑を保護し，食いつぶしを禁止するとするものである。この限り
では，過密,膨張し続ける都市の緑は今後なお蚕食の一途をたどるであろう),このような情勢に対して，
従来，山地を中心に森林造りを担ってきた林業技術者が，その豊富な緑造りの技術と経験を生かして都市
域の生活環境，自然環境をより豊かにするにふさわしい緑造りに積極的に参画すべきこと（山から，森林
からの提言）等,文章の散漫，稚拙はお許し願うとして，ふれてきたところである。

それでは緑造り，山から，森林からの提言というのはいったい，どのような緑造り（緑の質）であり”
またそのような緑をいったいどんな場所（緑の配置）に，そしてどのような手段で造っていこうとするの，
か，以下，名古屋営林局緑のプロジェクト・チームの考え方を述べて承たい。
1）どんな緑を…･･･

緑にもいろいろな緑がある。先述したように緑を造り育てることはだれもが反対しないが，人為の緑の
イメージはそれぞれに異なり，同床異夢の状態である。

造園関係者は，あのよく刈りこまれた庭園的な緑や街路樹の緑,一般市民の一部は花いっぱいの緑，そ
して林業関係者は高木を主体とした森や林（これも，ある人はスギやヒノキなど木材生産を主体とした人
工林のイメージを，また最近はじめた緑化木生産が庭園木の技術を導入した経緯もこれあり，多くの林業
関係者は緑化木→庭園木のイメージを持っている面がある）をそれぞれ思いうかべるに違いない。
これらすべて緑には違いないし，どんな緑でも現代の都市という名の怪獣の心をしずめるには効果があ
るであろう。しかし，限られた狭い土地，高い地価,複雑な所有権･･･等の諸条件の中で，われわれは都
市域が要求する生活環境，自然環境を保持する緑を造成しなければならない。では，生活環境，自然環境
を良好に保つとはいったい何であろうか。いろいろの細部の事象を省略すれば，結局，われわれ人間も他
の生物も，地球上の同一生態系の中の一員にすぎない点を考慮し,都市域の生活環境保全とは，都市域を
バランスのとれた自然環境（法律が規定するような山の中の一部をさすのでなく，バランスのとれた生態
系を維持するにふさわしい広義のそれをいう）におくということになる。バランスのとれた自然環境は，
より多くの種と量の動植物が共存できるいわゆる「豊かな自然」によって創り出されるものである。大都
市のわずかな植物と，烏も住まない人ばかりの生態系は「貧しい自然」の代表でもある。
豊かな自然は，そこの自然立地に合致した植物がバランスをとって（極盛層）成立したとき最良の状態
となることが現在の生態学で明らかにされているところである。日本の自然立地は最終的にはすべての植
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物生態系を亜熱帯林，暖帯林，温帯林，亜高山

帯林のいずれかの森林に成立させる。

そこでわれわれは，限られたスペースの中で

も可能なかぎりすぶやかにそこの立地に合致し

た,いわゆる潜在自然植生(通称,自然林と呼ん

でいる）を成立させる緑造りを主張している。

もちろん花や造園的配置もポイント，ポイント

には必要であり，これを否定するものではない

が，都市域の自然環境保全の建前から，このよ

うな自然林を主体とすべきものと考えている。

都市域の森林は木材生産が主目的でない点か

らも，この自然林を目標としたわけだが，屋敷

林のごとく木材も単木択伐を主体に生産して，

森林の多面的効用をより高める必要のあること

はもちろんである。

このような自然林を，かつてそのような森林

が成立していた昔の時代の自然立地（土壌，大

気条件の悪化，地下水くゑ上げによる水位低下

等）とかなり異なった現在の都市域にいきなり

人為的に仕立て上げることには技術的に無理が

あり不可能でもあるので，われわれは，まずそ

この立地条件に応じ，図のような2～3ステッ

プ，時間にして50～100年というタイム・スケ

ールで徐々にその姿を整える方法を進めてい

る*4)。〔図〕

2）どんなところに，どのようにして・・・・・・

森林を造る，と聞くとたいていの人はとてつ

もない広さの山を想像してしまう。しかし，現

実にわれわれが造ろうとしている場所は先にも

述べたように都市域のネコの額やウナギの寝床

のような場所が大半であり，大面積の場所を確

保して，理想的なグリーンベルトを配置すべき

だとするような主張ではない。そのような主張
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だとするような主張ではない。そのような主張は机の上の絵として通用するかもしれないが，過密，高地

価，複雑な土地所有権といった現実の前にもろくもくずれてしまう。

現実に流されてきた無計画な都市域ほど，これをよく見なおしてみると無駄に放置されているオープ

ン・スペースが多い。名古屋の例を承ると，名古屋城をとりまく外堀の両サイド，河川の両サイドなどは

都市を分断する緑造りの格好なスペースであり，また,工場，学校，そして各住宅の周辺も公園や，保存

されている都市林,社寺の森等都市の緑の核に連結して都市を緑で包むスペースとなりうるもの力§多い。

問題は多くの場合，皆が共通の緑造りの意識のもとにその気になるかどうかであると考えられる。幸い

東海地域では，先述のように，県や市，そして新日鉄や中電，名港木材組合など各工場,JCなどの団体

や高森山ドングリ作戦にみられるような地域住民など，その機運はまったく熟してきており，あとは共通

の理念の普及と緑化の総合計画をリードする機関（都市計画，林業等が連結した）の強化が望まれるとこ

凸
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ろである。

都市域が自然林を主体とする帯や桟醐胃断され,逆に緑の連鎖ができ上がることが望ましい姿といえよ

う。問題はどの程度の連鎖が望ましいかであるが，この点についてはその地域の自然立地により，それぞ

れケース・バイ・ケースに今後つめるべきむずかしい問題であり，当面の現実的目標はオープン・スペー

スを可能なかぎり緑で埋めつくすことが望ましいことと考えるべきであろう。ニュータウンのように，こ

､れから新しく造成する都市域では,たとえば，理想的緑地帯を持つといわれるドイツのフランクフルトな

どの緑の配置*5)を参考にすることが重要であろう。，

3）そして「緑のプロジェクト」は．…･・

名古屋営林局が多方面の問題解決の手段としてプロジェクトを組み出したのは昭和45年からで,まず

木材経済開発，そして，その中の木材生産体制検討の一環として土地利用区分と進象，この土地利用区分

,のプ雇ジェクトの中で46年,名古屋市を中心とする東海グリーン・ベルトの提言が行なわれ，これがい
わゆる都市域の緑造りと保全にアプローチしたのである。

47年の春,土地利用区分プロジェクトはその成果を公表し,多大の注目と反響を呼んだが，この反響が

具体的には地域社会の緑造りの技術協力要請となって具体化し,47年度はとりあえず第2次土地利用区分

プロジェクトとして地域社会の緑造りの推進が始まったわけである。本稿では主として都市域の環境保全

林造りを中心に述べたが，このプロジェクトのワークはあくまでも農林省設置法67条，70条に規定され

ている「民有林野の造林..､指導…」の趣旨準用のほか，緑化木販売体制の強化を主体としているもので都

市域に限らず，地域社会の森林，営林に関するすべての指導，コンサルの要請に応じているものである。

48年度は先述のような考え方を背景に地域社会の緑造りを積極的に推進する「緑のプロジェクト」を打

ち出し，47年度の体制強化を図ったところである（チーム・メンバー約10名，各署に1名のサブ・メンバ

ー，事務局．企画室)。この活動計画のおもな内容は次のとおりである。

a・地域社会の緑造りの技術協力，コンサル，緑化木等の斡旋…数えきれないほどの要請がある。

b.都市域での自然造りの手法についてのシンポジューム･･･先述したような手法について，その是非，

問題点などを多くの専門家，実際に森造りにとりかかった実施機関等が集まって討議するほか,緑造
りについての共通のイメージを普及しようとするもの｡(愛知県等と共催の予定）

C:.地域社会の緑造りを推進し，またはしようとしている市町村,団体（会社，工場，住民など）等を
結ぶ緑のネット・ワ－ク･…その計画，組織，人，技術等について連絡，提携し,緑造りの協力体制
を作るとともに緑造りに対するコンセンサスを得る。

d.都市域の緑造りの実践…･局署の植樹祭を利用し,熱田営林署貯木場のオープン・スペースに自然
林造りを実践するもの（4月実行済)。

e.東海地域都市域の緑の再配置に関する委託調査･…地域社会の緑造りの動向や望ましい緑の配置に
ついて，権威ある専門家に委託調査を依頼し，緑造り推進の資料とするもの。

以上が緑のプロジェクトのおもな内容であるが,地域社会，とくに現在もっとも緑を渇望している都市
域に林業技術者が積極的に目を向け,病める怪獣の健全化の一端を担う新たな森林行政を模索している点
で，大きな冒険であると考える。とくに,国有林行政は現在一大重大局面を迎え，すべてが暗いムードに

閉ざされているとの声も聞くが,光明は与えられるものでなく求めるものであり，この種の動きが地域社
会から好感をもって迎えられた時,国有林の組織も国民のコンセンサスを得るものと考える。

日本列島の緑の再配置→山からの提言を名古屋営林局「緑のプロジェクト・チーム」の考え方を中心に
行なって承た。諸賢のご批判をいただければ幸いである。

拳1「都市林」林業経営研究所編（第1章，第1節，都市林破壊のメカニズム）
＊2「都市林」（第3章，外国の都市林）
＊3林政審議会国有林部会参考人
＊4森林の働らきと国有林一管内国有林野の土地利用区分一（名古屋営林局）
＊5林経協月報No.136森林の公益機能とその計鐙化（坂口勝美）参照
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風致林施業の歴史と

今後の技術的課題

おかざき

岡崎

(元京都大学

あやあきら

文彬

名誉教授）
ト

風致林の問題がクローズ・アップされるようになった

のは，最近のことである。しかし，この問題は古くから

心ある林業人によって論議されてきた。比較的歴史の新

しいわが国においても，保安林の一つとして風致保安林

が設定されたから，いま，にわかに提起されたものでは

ない。

ただ，木材生産の対象としての林業経営の歴史がドイ

ツに始まったように，森林風致論もドイツが先鞭をつけ

たので，そのあとをふり返って象ることにしたい。

いまから1世紀半も前の1824年に，バイエルン王室

林野局の森林官ポルヒ男爵は，ジルヴァン誌上に「森林

における美学」(DieAesthetikimWalde)を発表した。

そこには自然美に関する抽象論だけでなく，風景育成と

しての森林の扱い方が具体的に語られている。林内の城

祉，記念碑などは森林美のポイントとなるから由緒ある

ものを保全するのは，森林官の義務である。ただし風景

を構成する重要な要素は森と水であり，林内は，もしそ

こを探訪の対象と考えたら水面や泉と関連させなければ

ならない。さらに原野の樹林の保育と，すぐれた岩石地

が林内にあるばあいには，そこに導くよう林道をつけ，

その周辺には，林内に自生する樹種とは別のものを植栽

することも効果的であると述べている。ポルヒは当時発

表した論文を肉づける詳細な資料を用意していたようで

あるが，引きうけ手がなかったので著書を出版するには

いたらなかった。

19世紀初めにドイツで森林保護が脚光を浴びたのは，

そのころの南フランスの森林が荒廃し，惨状をきわめた

のがきっかけであるといわれる。社会政策の専門家であ

るアルントが森林と艇家の保持と育成についての著書を

出し,そのなかで,森林は気候と水の出納に対して有効に

働き,防風林は周辺の農地に効果的であるから,それが個

人の所有であるぱあいには国の監督下におかなければな

らぬと提案した。森林美に関して最も古い文献であるギ

ルピンの書に対し，アルントの論はボルヒのものととも

に保安林の具体的効用を主張したものとして注目に値す

るのである。1825年にフランスのモロー・ドウ・ジョ

ンヌが森林の荒廃による悪影響を実証的に示した箸書

<M6moiressurled6boissementdesforets>ととも

に見のがしえないと思う。

ボルヒから4半世紀後の1849年に，ザクセンの森林

官ケーニヒは森林保育論のなかで森林美をとりあげ琳

業的に承て完壁な状態の森林ば最も美しい」と述べたこ

とは，いわゆる「航跡論」(Kielwassertheorie)として

知られている。

1870年には森林監督官ハインリヒ・ブルクハルトが著

書のなかの1章を「森林美化」にさき，各樹種と混交林

型の美的作用を論じ，裸地の斜面は何よりも森林美の観

点から植栽すぺきであると強調した。なお同年にシニラ

イデンは森林の保安作用についての詳論を出したが，そ

れは，かれが植物学者であるだけに注目を浴びたようで

ある。

翌1871年のターラント大学教授ロスメスラーの森林

保安機能についての著述も，1872年経済学者コンツエン

の論も傾聴に値するが，森林の保安機能を計量的にとら

えるべきであるとしたのは1876～77年のグーゼの論文

である。森林の公益性を計量する動きは，ここ数年世界

各国で高まりつつあるが，まさに1世紀以前にその試み

のあったことを忘れてはならないと思う。

ところで森林美一風致林施薬に的を絞って考えを集大

成したのはザリッシュ(HeinrichvonSalisch)である。

かれの不朽の名著「森林美学」(Forstasthetik)は初版

を1885年に，第3版を1911年に世に送っている。

風致林を論ずる林業家ならだれしもザリッシユの名は

知っているはずである。今田敬一が森林美学史を詳述し

た論文においてザリッシュとかれの批評に多くのページ

をさいているのも当然であろう。

森林美学の原則としては,ヴァッベスに抗して,それは

林学の1部門であり，そこにおいて扱うべきであるとい

うのがザリッシュの主張であるが，そのことは裏をかえ

せば，木材生産が林業の主流であったことを立証するも

のといえよう。当時の実状からしてむしろ当然であるば

かりでな･く，林業の立場からはなお現在でも抜本的にそ

のことに変わり肱ない。ただ違いは森林風致，さらに広

くは森林の公益性の比重が今日ではきわめて高く認識さ

れるようになっただけのことである。ザリッシュの著書

の価値は現在でば森林美学の概念と自然美を論じた前編
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の基礎編よりもむしろ風致林の扱いを具体的に述べた後

編において高く評価されねばなるまい。樹木の性質から

林木の扱い方までを知らなければ空論になる森林美論

を，美学者や芸術の論評者が自らの中心課題とするはず

もないだろう。林業技術者が他の領域の人たちの研究成

果を待つことを許されないのは，歴史を顧みれば明らか

であり，風致林施業の重要性が緊要である現時点では，

自らがそれにかかわらずにはおれないはずである。

専門家が自らの領域の必要性を強調するのは当然であ

る。ある埋蔵文化財が象つかったとする。その調査を完

了するまで変更を許さないというのが，文化財関係の人

たちの見解であり，それを適度でうち切って開発すべき

である，というのが開発にたずさわる人盈の主張であ

る。それに妥当な判断を下すものがあるとすれば，両者

の価値を正当に評価する第3者ということになるが，現

実にそれが望象がたいからこそつねに問題がおきている

のである。

林業技術者が，自ら木材生産の必要性と，森林の公益

性を正当に評価することができるとすれば，それによっ

て木材生産を対象として森林を経営すべきか，公益性－

ここで肱森林の風致一を主として森林を扱うべきかが判

断できるはずである。

ところで，その前に考えて象なければならないのは，

木材生産と森林の風致維持がつねに対立するものである

かどうかということである。

天然林と呼ばれているものが，木材生産の見地から好

ましい，とはいえない。ソ連の莫大な森林，アメリカの

アラスカやオレゴンの原生林は，いまなお木材資源とし

ては世界に冠たるものである。わが国でもかつては樺太

や北海道のグイマツ，トドマツ，エゾマツ朧貴重な木材

資源であった。ところが，わが国においては天然林から

良材はすでにきりつくされ，現在天然林を人工林にきり

かえることが林業の重要な任務とされている。そうしな

ければ木材の生産が保統できないことが明らかだからで

ある。

ドイツが人工造林による一斉同齢林の成長減退を認識

して混交林作業にきりかえている現状とはだいぶちが

う。(写真－1参照）しかし,わが国の林業の現状を現時点

で難ずるのはあたらない。成長減退は何代かの一斉林造

成のあとに現われるのであり，天然林をきって造林すれ

ば，天然林のばあいよりも成長量が多いに違いないから

である。何代かあとにドイツと同じ現象が起こるとした

ら，そのときに転換してもよいという議論をあながち非

難すべきではなかろう。

ところが，他方において手をいれられた混交林ないし

写真－1シユヴァルツヴアルトの混交林（西ドイツ）

I､ウヒの一斉林になってから，黒い森（シュヴァ

ルツヴァルI､）と呼ばれるこの森林は，木材生産の

見地からトウヒ，モミにブナを混じえた混交林に転

換されつつある。大面積の皆伐をしないことが同時

に風致的にもプラスになっている。

択伐林が，一斉同齢林よりも単位面積あたりの収穫が多

いというのも聯実である。ドイツやスイスの林業先進国

の例をもち出すまでもなく，民間の集約な施業の実例ば

わが国にも承られる。ただ国有林や大規模経営の民有林

をそのシステムにきりかえるべきだといっても，とくに

林業労働力の払底する現状ではむりな注文であろう。そ

こで風致林として扱う森林を指定し，その森林には労力

を濃密に投入して，高伐期，作業種を帯状伐採，群状択

伐，ぱあいによっては単木択伐を行なうことを考える。

それ以外朧一斉同齢林の造成を認め，ただ伐期と皆伐而

職を考臓して施業すべきだという結論に厳るである、う。

自然公閲法で規定している特別保護地区や環境保全法

で原始状況の保全地域にく染いれられるところ，さらに

は学術参考林などはむろん原始の状況を旨として保全す

る。このさい重要なことは，以上のうちのごくわずかが

－8－
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「保護」されるのであり，大部分は「保全」されなけれ

ばならぬということである。森林生態的に，全く人間の

干渉を許さず，自然の経過を知るために放置される区域

を設定することも大切であるが，放置林が必ずしも好ま

しい状態を示さない事実を見のがしてはならないのであ
る。

さて，以上の限られた地域以外の，風致や厚生のため

の森林に対してば,積極的な人間の干渉が必要となるが，
その面積は，今日保安林の1種として指定されている保

健および風致保安林よりはずっとひろいものである。林

野が自らの手で設定する自然休養林はもとより，第2次

林識の森林総合利用計画に対応して地元から申請される

厚生的利用のための民有林，さらには市町村が設定する

近郊厚生林などがゑなその対象となるからである。ただ

熱しやすくさめやすいわが国民性を考えるとき，検討す

ることなしに，国費の援助まで行なって一律に風致林施

業の対象とすることには疑義がある。本来的には民有林

に対しても大乗的見地から，ある時点一一たとえば，

1980年とか2000年一一を想定して厚生のために風致施

薬をすべき森林を全国的に定め，それが民有林であるぱ

あいには，補助策を誰ずるのが本筋であろう。フライプ

ルクのプロダン教授がいうように，現在のある経済林

は10年後には厚生林として木材生産を第2義的に考え

なければならぬようになろう。したがって，かぶせる網

は年次別に想定しなければなるまいが，波紋の幅は時の

経過とともに小さくなるに違いないからその想定は決し

て不可能なことではない。この抜本的な政策なくしては

厚生林といい，風致林といっても永続性のあるものとし

て実らないであろう。

ここで前に戻って風致と木材生産の関係を承れば，両

者は必ずしも乖離するものではなく，ケーニヒのいうと

おり平行するぱあいもあるほか，平行しなくとも両者が

完全に背を向けることはむしろまれであると考える。た

だいつばんに完全にパラレルであることが望めないた

め，両者の分離の必要性を強調したまでである。

都市から帰京するつど，改めて京都の美しさを感ずる。

むろん,京都では市街地の風致規制もきびしく,すぐれた

古建築が多いことも原因となっているが，三方をとりま

く承どりの連山が街を美しくする大きな要因となってい

る。東山に樹木がなかったらどうか。西山の林相が単調

であればどうか。吉た市内からは離れているが，北山が

赤肌であったらどうか｡答は明らかであろう。東山36峰

は，そのなかにはいってレクリエーシヨンをすることも

あるが，外から眺めたとき都市に美観を与えるのに貢献

しており，そこに最大の存在理由があるのである。西山

のポイントである嵐山や松尾山において営林署が，現状

の林相を維持するため努力を惜しまないのはそのためで

ある。また東山において面積的にずっと大きな単位の風

致施業を行なっているのは,嵐山などに比べて,それを眺

める多くの人盈と山との距離がそこではずっと大きいか

らである。すなわち,眺める山に対しては,観賞者と森林

との距離を勘案して風致施業を行なわねばならない。距

離が数百メートルの場合には，単木の形態や色調の変化

が魅力となるから単木的に風致施業をしなければならな

いわけである。そのぱあいはおおむね森林面積は小さ

い。単位面積あたりの管理費は高いにしても総額として

はそれほどでもない｡距離が2～3キロともなれば視界に

はいる森林面積は大きくなるかわり，単木的な風致施業

まで考慮する必要はなくなる。さらに北山のように多数

の市民や訪問者が遠くから風致を観賞するぱあいには，

土砂崩壊などの危険がないかぎり，小面稜皆伐作業も許

される｡事実北山林業は4面積皆伐作業をとっているが，

それが風致的に承て不都合であるとの声をきかない。

つぎに森林の内部にはいってレクリエーションをする

ばあいを考えよう。このときには人間が歩む林道や歩道

の周辺がきめの細かい風致施業の対象となる。奈良の原

始林が伊勢湾台風の被害をこうむったときに，まず道路

の周辺に復旧作業が行なわれたのは当然であって，内部

は風倒木の処理に重点をおいたのである。ただレクリエ

ーションを目的とする森林では，内部にはいった人たち

に林内にあるという感触を与えるよう配慮することが大

切である。そのたあには，とくに林套を設けないかぎり

外部からの直射光を感得できないだけのひろがりの森林

を設定する必要があろう。

では，どれぐらいの森林面積であることが必要なの

か。北半球のうちでも，わが国では初夏午前5時に夜が

あけるとすると，午前8時において林内に光力雫しこむ

角度は38.4/7という計算になる。したがって，陽光が

林内にとどく距離は枝下高にCot38.5.を乗じた数値

になる。かりに枝下高が25mあれば31.4m,16mであ

２

あ一

今

以上を踏まえてつぎに風致林の施業にふれて承たい。

風致林は大別して2つにわかれる。その1つは主とし

て外から眺めることを目的とするものであり，他はその

内部にはいって，そこで都市の塵挨から隔離されたレク

リエーションを目的とする森林である。むろん数量的に

は後者が圧倒的であるが，都市の近郊では前者の役割も

大きい。

京都はわが国の大都市では美しいと称賛される。事実

わたくしのように京都に常住するものでも，旅行して他

－9－



れぱ20m林内に陽光がはいり,林縁からその距離までは

林内にあるという感触は得られないことになろう。もっ

とも太陽が天頂を通過することはまれであり，角度は

38.4/7より若干少なく，射入距離はそれだけ長くなる

が，林縁では下枝が密生し，稚樹や下草もあるので射入

距離はそれだけ縮小されることになる。しかも以上は夜

の最も短い初夏の計算であるから，他の季節には射入距

離はいっそう小さくなるはずである。逆に午前8時以前

および午後4時以降には光線はさらに奥まで届くが，そ

'のような時刻にレクリエーショソの目的で森林にはいる

ことはまれであり,照度も少ないから,現実には以上の計

算で差しつかえないであろう。とすれば射入光線に対し

ては高木のばあいでも林縁から40～50mも離れれば,外

界と隔絶した感じをうけることができる。もっとも逆の

側面からも林縁からある程度の隔たりが必要となる。た

だし両側，正しくは四方から隔絶感の得られるところが

点であっては意味がない。以上の距離は森林面積によっ

て変化しないから，森林面穣が大きくなればなるほど絶

対有効面積ほもちろん，相対的有効面積率も増大するは

ずである。やや飛躍するが，最低の森林面積として100

haが主張されるのもそうしたことと無関係ではない。

むろん面積は，そこへレクリエーションを求める利用者

の数にかかわりがある。逆に森林面積，地形（他の条件

がそろっていても急勾配の森林はレクリエーションには

不適である)'林相'利用施設等との条件がそこへのアブ

1ローチとともに利用者の数を規定するのも事実である。

このようにして100haから1,000haというのがいち

おうの目安となり'林野庁の自然休菱林が500～1,000ha

を基準としていることは妥当といえよう。

なおさきほどふれたが，林蛮が完全なときは，森林に

唯いったとたんに隔絶感が得られるが，そのような森林

'は入林の意欲をかきたてないので,‘レクリエ｡ーションの

森としてはアブIコーチや歩道の周辺の林木は枝打ちして

整備する必要があるはずである。

林内にはネットの歩道か,らはいったところに休憩のた

･めの林孔をつくり，そこに簡易施設をすべきはいうまで

．もない。わが国の林地は清悪なアカマツ林地ででもなけ

･れぱ湿度が高く,小動物の生息も多い｡ヨーロッパやアメ

リカ合衆国の休養林のように林床へじかに腰をおろすこ

‘とはできない｡ベンチとテーブル(ペンチだけのものも多

いが，テーブルを設けることも多くのぱあい必要である

〔写真－2参照)’くずかごは般低の設備であり，展望台と

;か数箇所の中心部一自然公園の集団施設地区にあたる

ところ－には水飲場，トイレが欠かせないし，炊飯場

なども必要となる。さらに適当な場所を選んでキャンプ

写真－2マウソトフット髄の休蕊林（アメリカ合衆国）

大面積の天然林が休義の目的で保全されているが，

1キロぐらいの間隔で歩道から外れたところに簡易

休憩所を設けている。とくに車道から遠くないとこ

ろには必ずベンチとテーブルがあるので，ゆっくり

持参の軽食をとるにも好都合である。

場を設定することも考慮しなければなるまい。さらに道

路の分岐点などでは案内板は欠かせない。林内にゑられ

ない花木等は特別の休息場以外にはみだりにもち込まぬ

ことが望ましく，せいぜい歩道を特色づける並木ぐらい

に止めるべきであろうが，それもすぎては，わざわざ林

内にレクリエーションを求めにきた感興をそぐ危険のあ

ることを知らなければならない。

自然休養林などにあっては，林道や歩道と無関係なと

ころでは木材生産のための林業を行なうことも許されよ

う。ただそれはあくまで第二義的となるので作業種や伐

期が制限されるべきはあらためていうまでもあるまい。

風致林施業の確立はこれからの問題である。ザリッシ

ュの名著は，いまでも有用であるが，ただ当時の社会状

況のもとにザリッシュの考え出した方法をそのまま適用

するわけにはゆかない。たとえば，かれは保残木作業を

風致施業として評価しているが，前世紀末から今世紀の

初めにかけてのドイツではなお皆伐作業が支配的であ

り，それに対して，せめて保残木作業に止めるべきであ

るというのがザリッシュがこの作業法をすすめた契機で

あったと思う。風致林施業について私見を述べる暇もな

く予定の紙幅に達したが，いずれ機を染て具体的な風致

施業法を提案したいと考えている。

× × × ×

× × ×

－10－
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内容は，3．に集約したので，図面，表，写真などととも
に，ご検討，ご批判を仰ぐため筆を執った次館である。

風致林施業について

一観光事業と森林の取扱い－

2．山下湖周辺の森林の取扱いに関する要綱

森林の風致的取扱いの基準は，単なる木材生産のため

の森林経営の場合とは異なるが，両者は，必ずしも相容

れないものでもなく，むしろ両立する場合の方が，多い

ようである。しかし，樹種，作業種，伐期については，

風致林は，経済林と異なって風致を維持向上させること

に主眼点を置き，選定または決定されるものである。

山下湖周辺の山林は2九重カントリークラブのゴルフ・

コースを取り囲む森林風致により，コースを特徴づける

ものであるとともに，レークサイド・ホテルの位置する

湖畔からの眺望を，人工林美によあ安らぎと，幾何学的

な林木の姿の整然さとによって，湖との調和を図るもの

としての存在価値は，きわめて大きいものである。

ゴルフ・コース，湖あるいはホテルとして，他に類の

少ない森林風致は，絶対に維持されねばならないが，取

扱い上のキー・ポイントは，伐採方法と，伐期の決定で

あろう。何となれば，現存する樹種は，スギ，ヒノキ，

カラーマツであり，それらが人工林として成立し，すぐれ

た景観美を形造っており，他の樹種に替ええないし，ま

た，その必要もないと信ずるからである。

作業種は風致林として考えねばならないのであるか

ら，択伐作業，ある､､は，それに類似の作業方法が適し

ているだろう。しかしながら，風致的に見た場合，原生

林や択伐林が，いかにすぐれていても，あまりにも長く

連続体として，大面積にわたる時は，倦怠感を生むだろ

うし，ある程度の変化は，必要であろうと考えられる。

1
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やまべはる

山部治

(九州林産K
■今

一いか－－－－－

1．はじめに

当社が，管理，経営を受託している九州電力KK.の

社有林は，発電用水資源かん養のための保安林である。

1919年から用地の買収に着手し，1921年から植栽を開

始したも‘ので，大分，宮崎，熊本の三県下に分散し，最
大の集団は，大分県の大分郡，玖珠郡にまたがる脊梁山

脈を中心として広がる2,548.15haの林地である。この

山林中に32.27haの人工湖（山下湖）がある。この湖の

周辺は,主として192乳韮から1930年にかけて,人工
植栽を行なったスギ，ヒノキ林分で囲まれている。

1964年10月「やまな象ハイウニイ」の開通に伴い，

この沿線に観光開発の気運が急速に高まってきた。期を
一にして，山下湖を中心にレジャー施設（ホテル，ゴル

フ場など）が開設された。沿線唯一の湖であるこの山下それゆえに伐採面を長期間露出するような，大而積の皆

湖一帯の景観の中心は，山林美（特に人工林美）であ伐作業をとらない限り，風致的に見て，絶対に好ましく

り，この特徴を恒久的に強調するためには，いかにしない作業種というものはないはずである。山下湖周辺の

て，山林の保存と更新とを行なうべきかが，第一の課題山林は，人工一斉林であるにもかかわらず，他に類例が

である。したがって，恒続的な施業方針として，息の長少ないため，ユニークな景観として，高く評価されてい

い林木の生育期を利用した伐期による取扱いを中心と るのである。また，これらの森林は，風致的に取り扱う

し，景観の重要度と各視点からの露顕度とにより，個々 ことは，もちろん当然のことではあるが，その風致を損

の林分の取扱いの基準を定め，平均的な伐期や回帰年をしない範囲で，林木生産の場としても配慮しなければな

樹種ごとに決定することが必要となった｡さしあたり，らない。この森林の風致的な優美さによって生ずる潜在

湖を中心とした160.49haのスギ，ヒノキ，カラマツ林的経済効果がいかほどのものであるかは，後日には推定

分を特別施業制限林として，別扱いとすることとした。することができるとしても，この要綱を定める1965年

この別扱いの基準を設定し’常に同一方針の下に施業を9月現時点では，ゴルフ．コースは未完であり，ホテル

行なうことは，複雑な現在の林況から見て’多岐にわたも竣工したばかりであるので，無理であると解し，風致
るものであることは十分に予測できる。これらの前提のを損ずることを極力避けながら，木材生産も配慮した施

上に立って，1965年9月に次の項で述ぺるような要綱業方針をたてなければならないだろうと考えた。

を作成し，試験的な初回の伐区を設定，実施した。その木材生産の面から見ると，対象となる樹種は，もちろ

－11－

‐

畷



んスギ，ヒノキ，カラマツである

が，これらは性質を異にし，特に

陽性の著しいカラマツと，かなり

日陰に耐えるヒノキとでは，更新

を目的とした扱い方は当然異なっ

てくる。

風致林施業の場合は，大面積の

皆伐跡地を作ってはならない。し

かし，陽性のカラマツはもちろ

ん，スギ，ヒノキについても，皆

伐せずに，更新を行なうことはむ

ずかしい。ゴルフ・コースの間に

存在する林分は，大きな連続体と

なっているから，風致上は択伐作

業で臨むことが理想であろう。

スギ，ヒノキに対し，択伐作業

を実施して，経営としての林業

を成功させている例は，岐阜県

の今須林菜，滋賀県の田根林業，

鳴取県の若桜林業などがある。し

たがって，択伐作業をとることは

不可能ではないが，上記の林業地

嘘どれも自家経営の，いわゆる零

細林業であるので，社有林のよう

な企業体の森林を，高度の伐採技

術を必要とする択伐作業級として

取り扱うことは，採算上むずかし

'いのではないだろうかと考えられ

た。

風
衝

０
１
１
０

林
野

０
１
１
０

こ ー､

β＜15. il5。<".<30｡130･<""<45.

｜;:縦認測::7741::話測;;W]
0<sin8<0.2588

0<tan"<0.2679

図－1勾配と伐採帯幅との関係

1cmに10本以上のコンターのはいっているところは45.以上
（1本のコンターカ‘1”以下）

1；2000の地図で1～1.75cmに10本コンターのはいっているところは30～45．
（1本のコンターが1～1.75m）

1.75～3.73cmに10本コンターのはいっているところは15～30”
（1本のコンターが1.75~3.73m）

3.73cmに10本以下のコンターのはいっているところは15.以下
（1本のコンターが3.73m以上）

蝦 弧 通。-10m
■
■
Ｉ
Ｂ
Ｊ
■
０
０
匹
９
■
β
■
甲
０
０
コ
二
■
や
二
『
争
Ｔ
二
宮
＄
■

Ｉ
ｌ
ｊ
１
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

1

1

Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

刀 こ◎10m17.5m37.3m

このような考え方の上に立つ図－2等高線と傾斜度との関係

画て，現在ただ､らに採用できる作業法としては，原則的にによって，差があるものである。ただし，視点は無限で

侭，帯状伐採作業，小面積の皆伐作業あるいは群状択伐あるので，その中の重要な視点を念頭に畷いて，決定し

作業以外にはないので朧ないかという結論に到達した。なければならない。各地点について検討するということ

この帯のとり方は，等高線に沿うようにして，伐区を設になると，数式によって表現することはできないが，平

定するものであり，等高帯状伐採作業を原則とすること地に視点を仮定した場合の勾配と伐採帯幅との関係は，

《に決定した。これは傾斜地に，等高線に平行する曲帯状図一1のようになるであろう。

‘の伐採を行ない，伐採面の露出を避けるとともに，次代傾斜度に応じて，許容伐採帯幅が，少しずつ異なって

の後継樹の更新に必要な受光量を確保する作業法であくるべきであるが，計算上許容伐採帯幅が決まっても，

る。陽性樹種ほど，更新のための幅を広くしたいが，限一般にはそれ以下に押えるし，各傾斜度に応じて算出す

渡を越えると伐採跡の帯が遠望されて醜くなる。したがることは，きわめて煩雑となるので，0～15．，15～30.,
って，伐跡地の露出を見ないために，帯の最大幅の決定30～45.,45.以上に大別することが便利であろう。

を行なわねばならないが，その幅は，図上で等高線により，傾斜度を見なければならないが

①林地の勾配この関係は，図－2によって，判然とするはずである。
．②同一勾配でも，その森林を眺める視点以上の基準にもとづいて，森林の取扱いの原則を次の

－12－
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ように定めた。

ﾕ．15．未満の傾斜地においては

（1）ヒノキ林は，伐採帯幅を樹高の15～2.0倍とす

る。

（2）スギ林では，樹高の2.0～2.5倍とする。

（3）カラマツ林，アカマツ林および雑木林でば，樹高

の2.5～3.0倍とする。

2．15～30。の傾斜地にあってば

（1）ヒノキ林の伐採帯幅を，樹高の1.2～1.8倍とす
る。

②スギ林では，樹高の1.5～2.0倍とする。

（3）カラマツ林，アカマツ林（将来成長した場合）で

は樹高の2.0～2.5倍とする。

3．30～45.の傾斜地の場合

（1）ヒノキ林分の伐採帯幅は，樹高のユ.0～1.5倍と
する。

②スギ林では，樹高の1.2～1.5倍とする。

（3）カラマツ林，アカマツ林では，樹高の1.8～2.0

倍とする。

4．45．以上の絶II倹地は伐採せず，自然枯死したとき

に，更新を考える。

5．ゴルフ・コース内およびそのすぐ外側の林分中，風

致上特に大切なものについては

（1）ヒノキ林分は，単木択伐を行ない，1～2本きっ

たあとに，大苗（1～2m)を,2～4本植栽す
る。

(2)スギ林分は，群状択伐を行ない，5～6本きった

あとに，大苗（1～2m)を10～15本植栽する
(As)

（3）カラマツ林，アカマツ林が，将来伐期に達した場

合には，スギ林分に準じて取り扱い，更新のむずか

しいときは小面積皆伐により更新する。

単木択伐にせよ群状択伐にせよ，択伐作業地にこそ大

径木の生産が期待できるのであるから，伐期をスギの

場合，60年以下には低くしたくないし，作業技術上可能

ならば100年くらいを目標としたいbヒノキ林分の場合

は，さらに長くして80年ないし140年としたい（伐期

は，回帰年の整数倍であるから，スギは80年，ヒノキ

120年くらいにもっていくことを決めた)。

図－3に伐区設定の例を掲げているが,As・Bs・Cs

のそれぞれの地区について略説するが，次のような構想

のもとに，伐期，回帰年を決定したものである。

図－3はゴルフ・コースの2番ホールと14番ホール

との間にある小面職のスギ林分であるが，地形は単一で

なく，北部と南部が北面の傾斜地で，中央が平坦に近い

図－3伐区設定の例

ものとなっている。風致的に見ると，南部の斜面は，か

なり重要であるので，この部分は群状択伐をとる。スギ

の伐期を100年とすると，合計でAsの1/10に相当す

る面積になるように，群状の伐区を設定すればよい。ス

ギの場合は5～6本を単位として伐採しないと，大苗を

用いても更新がむずかしい。ゆえに孔が小さすぎて，更

新が危ぶまれる場合には，孔の数を減らして，一つの孔

の面積を大きくすればよい。Bsの所は，幅が30～50m

であるから，スギの伐期における樹高を,25mと仮定す

ると，この部分は2分する必要はない。この部分の長さ

は,100m内外であるから，本来ならば分割の必要はな

いが，このままでは皆伐になり，帯状の特徴はなくなる

から3分する。Asの伐期を100年としたので,Bsは

60年とし回帰年を20年と考えて計画すればよい。Cs

は，幅が，2分するにはやや狭いが，その童までは広

すぎる。2分しても更新は可能であると思われるので，

2帯に分けることとする。帯の長さも120mくらいであ

る~が，これを2分する。したがって図－3でハッチング

を施した部分を，交互にきることになる。すなわち2回

帰年が伐期齢と等しくなる。ゆえに回帰年を40年とし，

伐期を80年とすることがBsの伐期をあわせて考えた

場合，好都合である。

以上を総合すると

1)Asは伐期を100年とする群状択伐で，全面積の

1/10に当たる面積を孔状に分散させて伐採する。次の

－13－



表－1調査時林分状況および調査集計表
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０
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表－2試験地現況一覧表(S.47.4.1.現在森林調査簿より） 伐採はこれと全く無関係の所に

設定する⑥伐採跡地には，伐採

木の2～3倍の数のスギの大苗

を植える。将来異齢林となる

が，第1回の伐採は，現林分が

100年になるのを待つ必要はな

く，盤理期を設けて早目に実施

する方よい。

2)Bsは回帰年を20年，伐期

齢を60年とする。

3)Cs地区は回帰年を40年，

伐期齢を80年とする。

したがって，将来は，60年，80

年，100年のスギ林が，生産され

ることになり，結果的には融通

性作業級のような生産形態とな

る。

この例でば，伐区の長さが異常

に短いが，コース周辺の林分で

は’何百メートルあるいは何千メ

ートルにわたるから，伐区の長さ

をもっと長くし，たとえば，一つ

の同齢林分が,600mにわたって

あるときは,150mずつ，四つに

区分して，伐期が80年ならば，

回帰年を20年とすればよいので

ある。

伐期齢は上例のように，風致を

全然考慮しない施業よりも長くし

なければならない。各小班ごとに

伐区の長さを定め，その伐期と回・

帰年とを決定すべきである。

以上の基本的な考え方を理解し

たうえで，伐区の長さA,B,C

地区の区分などを行ない，そのう

えで,各樹種の,造林用大苗（1.0

～2.0m)の必要量を概算し,これ

を自家苗畑で養成する必要があ

る。

驚露|面積|瀦蕊|面積|本数|赫積|I溌｢備考
ha

32い5．2832い

い1

ha

4．84
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06
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34

60

10

1,742 461

S.43.年度植栽

〃

〃

〃

〃

狸
謹
郵
誠
雛
哩
哩
地

い
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〃
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－
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〃

土場敷
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351
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の

７
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０
２
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１
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４
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S.42.年度植栽
〃

〃

〃

ま小班に分割

’ ｜

39う 7．9239う

う1

う2

う3

う4

う5

ワ
】
０
６
２
２
０

７
３
２
４
１
１

●６ 6,425

986

854

1，380

394

329

3,422509

S.44.年度植栽
〃

〃

〃

〃

3．試験的施業

前記の要綱にもとづいて施業を

するとしても，現在，スギ，ヒノ

キは53年生が最長の林分である

ので，ただちに，全面的実施に踏
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昭和43年秋

垂学

昭和年43秋

承切る必要はないと考えられるので，さしあたり，小面

秋皆伐，帯状伐採作業の試験的伐区を設けて，経過を観

察することにした。それ以外の個所は，すべて当分の間

は，間伐作業のみを施行することによって，伐期に近づ

くのを待つこととした。なお帯状伐採の場合には，原則

として，残された部分には，同時に，軽度の間伐を併行

して実施することとした。

昭和48年春

昭和48年春

昭和40,41,42年の3カ年に，継続して調査，実施

したものについて，伐採立木調査，残存木等の集計なら

びに，昭和47年4月1日現在の状況を，各林小斑ごとに

一覧表として示すとともに，帯状伐採跡地の遠望（39．

う)，小面秋皆伐地（32.い2）の更新後の生育状態を，

昭和43年秋と昭和48年春とに撮影した比較写真を添付

する。

◇ ◇◇◇
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇◇◇◇
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こちら北緯3度

一熱帯多雨林にて

日

ただきkしや

只木良也

（林試・造林部）

クアラピラの日本隊基地

の敷地の中に，100坪あまりの建坪の住居という豪華版

である。建物は中央の広いロビーと，その両側に定員2

名の居室が4室付属して↓､る･各室トイレ・シャワール

ーム付きである。この本屋から，短い渡廊下を経て，台

所と倉庫があるが，基地となってから，建物の背後に約

12坪の実験室が建設された。ここでは,試料の整理，測

定,簡単な化学分析,ガス分析などが可能である。現在，

森林班の隊員が5名ここで生活している。大学，試験場

の混成チームであるが，以前から一緒に仕事をしてきた

仲間でもあり，チームワークは上を，林試からは，筆者

と東北支場の加藤亮助氏が鋤I1している。

熱帯の人々の朝憾早い。森林調査に出かける日は，わ

れわれも6時に起きる。まだ霞つくらである。まず街の

市場で，トーストとライムティ，それに卵という朝食を

とる。そして，昼食用のバンや肉のカレー煮，バナナな

どを買いこみ，ようやく明け初めた朝霧の中を，ジープ

で約40分，途中で作業員を拾いながら，調査地に達す

る。時間にして3分の2ほどは国道で，道はいい。だい

たい，この国での車のスピードは80～90km時が普通で

ある。8時現地での作業開始，12時から1時まで昼食，

2時半作業終了，3時半基地着，その後，試料やデータ

の整理，6時夕食というのが，われわれの平均的な日課

である。屋外作業2時半までというのが，この国の通例

であるようで，オイルパームやゴム園の作業も同様のよ

うだ。とくに森林の場合は，夕方まで中にいると，夜行

性の動物が動きはじめて，気味が悪い。作業員は週5日

制，マレー人を使っているので，回教の聖日である金曜

日ともう一日を休承にあてている。

基地での食事，洗耀，掃除などのために，中国人のお

ばちゃんを1人やとっている。したがって，食事は中華

系統となる。おばちゃん自身も，いろいろ勉強して，2

年前にくらべれば,料理のレパートリーも増した。カニ，

エビ，そして日本では今や高級食品となった豆腐などふ

’
◆一

‐マレーシアの首都クアラルンプールから南へ約65km

'の都会セレンバン，それより東へ40kmばかりのところ

にクアラピラという小さな街がある。この街に,IBP

‘のために日本人が常時5～6人滞在するようになって，

もう2年あまりになる。はじめのうちは，奇異な目で接

していた土地の人をも，近ごろはとくに物珍しそうにし

なくなったということは，日本人たちの生活が，現地に

とけ込んできたせいでもあろう。

いまさら詔介するまでもなく,IBPとは「国際生物

学副諜計画」の略号である。これは，急増する世界の人

口問題を背景として，全世界の生物圏の複雑な動態を明

'らかにし，生物生産量や生物資源量の実状と，その開発

’の可能性，自然環境の変化に応じる人間生活の適応力な

どについて，生物学的な基礎資料を集めようとする国際

!的な計画である。

その一環として，熱帯の森林と湖水の生物生産力調査

がマレーシアで，日本，マレーシア，英国の三カ国協同

で行なわれることとなり，そのための日本隊基地が，こ

こクアラピラに設けられたということなのである。筆者

‘は，基地開設当初の’97’年嫁じめに当地で生活し，現

在（1973年2～4月）二度目の滞在中であるが，現地通

信というような意味で，二度の生活体験をおりまぜて，

お便りしたいと思う。

一

0

基地での生活

クアラピラは，街な承が三列ばかりの小さな地方都市

であるが,この地方の中心地で郡役所が設けられている。

この街はずれの住宅地の一隅に，日本隊基地が設けられ

た。この地方の有力者でゴム園経営者の別邸を一軒借り

ているわけであるが，一面に芝生をめぐらした2,000坪

－17－
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んだんに食べさせてくれる。おばちゃんの亭主は仕立

屋，15才を頭に6人の子持ち，そして，日給3マレード

ル(日本円約300円)。気の毒なほど安い給料だが，これ

がこちらの相場である。ちな承に，森林での作業員日給

は約600円，これが，子供を4，5人もかかえた一家の

主の給料である。さらにいうなれば，敷地2,000坪，建

坪100余坪の基地の家賃月4万門である。

熱帯多雨林の様相

われわれの調査地は，西マレーシア中央部やや南寄り

のpasoh国有林である。北緯3度，やや丘陵地型なが

ら，平地に発達した熱帯多雨林の原生林である。その周

囲は，いわゆる開発が進み，大面稜の皆伐，焼払いのあ

と，オイルバームやゴムの造林地に変わっているが，

pasoh原生林は，その周囲に二次林の緩衝地帯を設け

て，よく保存されており，その中に約600haの試験調査

区が区画されている。

貝

調査地内に建てられた塔(約40m)から

みたパソー森林の様相

熱帯多雨林の特徴としてまずあげられることは，その

樹種の多様性と，垂直的な多層構造であろう。樹種の多

様性は,極端にいえば,一本一本が違う樹種であるといっ

てよいほどである。現在，一緒に仕事をしている大阪市

立犬小川氏の南タイでの調査によれば，相接して設けら

れた2個の40×40m2調査地内に出現する樹種数は，そ

れぞれ67種と70種であったが，両者に共通な種はわず

かに39種であったという。このpasoh森林でも,10ha

の調査区のなかに，胸高直径10cm以上の樹木が5,907

本あったが，種数はなんと473種に達している。

多層構造として特徴的なのは，巨大高木層である。こ

のpasohの森林では,50～60mの樹高をもつ巨木が，

点盈と存在し，その樹冠は孤立木的であって相互に接し

ていない。とはいうものの，その樹冠直径は20mぐら‘

いはざらである。この一段下,pasohで億地上20～30m

のところに，完全に閉鎖した林冠相が発達している。つ‘

まり，閉鎖林冠層から抜き出て巨大高木の樹冠が点点と

あるわけで，熱帯多雨林の上面は，ひどい凸凹になって

いる。閉鎖林冠層の下も，さらにいくつかの層に分かれ，

ており,10mぐらいのところと4～51nのところに樹冠

層が認められ，さらにその下にヤシの類が大きな葉を広

げ，稚織下生えという具合に，森林の構造嫁垂直的に

5～6層に分けられるのである。そして，これらの樹木

のほとんどは，通直で枝の少ない幹をもち＊坂根や支捺

根の発達するものも多い。

ツル類の多いことも，特徴の一つである。直径10cml

を越えるものも珍しくなく，巨大高木の頂上童ではい登

って,そこに葉を広げている。家具をつくるトウも多く,

これは葉軸や茎のトケで，他の木に登っていくツル性の・

ヤシである。

熱帯多雨林すなわちジャングルという言葉からは，蛮

刀できり開きながら進む一面に生い茂った森林を想像し，

がちである。ところが，原生林の地表は案外すけている，

というのが実感である。森林内を歩くのにそんなに苦労

しないのである。どうも，ジャングルというイメージ夢

は，熱帯の二次林に対してぴったりするものであるらし

い。

森林内は，じつににぎやかである。いろいろな動物た．

ちの鳴き声が一日中聞こえている。その象徴的なもの，

は，やはりテナガザルの呼びかわす声だろう。朝の森林

で，梢から聞こえてくる「クヮオー,､クヮオー，コー，コ

ー」という甘い声は，神秘的ですらある。鳥の声も豊富

である。澄んだ声のカッコー扉だ象声のサイチョウ（ホ

ーンピル）をはじめ，いろいろな鳥の声は終日耳にす

る。ホーンビルの大きな羽音も珍しくない。茂承には，

日本の秋を思わせる虫の声が絶えない。そして，セミの・

声，これこそ森林内の音の主役であろう。セミはいった‐

い何種類が生息するのか知らなり,が，林内の明るさによ

って鳴く種類がちがい，一日中じつににぎやかである。

とくに昼ごろから鳴きだすセミで「ウー，ウーッチョ

ン」と聞こえる声は強烈で〉これが近くの木で鳴き出す．

と，野帳もとれなくなるといっても大げさでない。形は

案外小さくて4～5cmであるのに。「ピーッ」と按摩

の笛の音のような鳴き声のセミもいる。ひそかに座頭市

と名付けた。

体は小さいくせに「ウォーッ」という猛獣な承の吠え‐

声のシカがいる。パーキングデーfアと呼ばれているが，

－18－
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この声をはじめて開いたときは，さすがにびっくりし

た。pasoh調査地近辺には，トラが一匹，ゾウが一匹，

生息していると推定されているからである。幸か不幸

か，これら猛獣には，まだおめもじしない。

ヘビもかなりいるようだ。頭が小指の先ぐらいの大き

さのくせに体長1m|以上のグリーンスネーク，どうもう

そうなプラックバイバーなどには出会った。作業員連中

は非常に目がよくて，歩道を歩いていてもすぐ見つけて

注意してくれるので安心である。彼らにいわせれば，ヘ

ビには,Surelydie,maybedie,maybehospitalの三

種しかない。つまり，全部有毒と思えということだ。筆

者の到着のすこし前にキングコプラがつかまった。体長

4.6mであった。

熱帯には風が少ない。だから枯木も枯れたままで倒れ

ずに立っている。立枯れのままで，グズグズに腐ってい

る大木もまれでない。落葉にも季節感はあまりない。常

時，風もないのに落葉がひらひらと舞っている。ところ

が，落葉落枝の塘責は案外少ない。どうも想像を越えた

早さで分解が進んでいるようだ。そして，その分解に大

きく関係するのが，アリとシロアリであるらしい。彼ら

の数の多いことは事実であり，アリの行列は至るところ

に承られ，またシ戸アリの塚も多い。ある日，材のサン

プルを入れたクラフト紙の袋を現場に一つ置き忘れたこ

とがあったが，翌朝，すでに袋は食い破られていた。

現場の仕事

われわれは，いま，このpasohの森林で,植物現存量

を測定している。この測定によって，植物の物質生産量

（一次生産）がわかり，他のいろいろな研究の韮本デー

タが提供できるものと自負している。多層化している森

林のことでもあるので，われわれの測定も，下生えから

巨大高木まで6段階に分けて調べているが，測定完了時

には20×100m2が完全に裸にされてしまう。伐倒計測

される最大木は，直径100cm,樹高60m（？）である。

毎日，伐倒，幹，枝，葉を分けて計量という作業の連続

である。

伐倒調査に先だって，所管営林署員で植物名にくわし

I,､MKHasRhlmに来てもらい,樹木のマレー名を教え

てもらった。2年前の予備測定のときも同じように彼に

来てもらったのだが，そのときの珍談がいまなお思い出

される。野帳をつけながら，どうもLainjenisという

種名が気になってしかたがない。HasRhim先生，梢をあ

おぎ，落葉を採り，幹にナタ目を入れて臭いをかぎ，噛

承などしてLainjenisというのだが，まったく遮った

木も同じLainjenisなのである。どうもおかしいとよ

くよく聞いて承れば,Lainjenisとはマレー語で「その

他の種類｣，つまりわが国でいう「雑」であった。

現存量はどれくらいかということは，未集計で霞だわ

からない。しかし，2年前の予備的な伐採計量の結果，

概算でhaあたり幹530ton,枝130ton,葉9ton,葉

面積7haという数字（重量はいずれも乾重）が出てい

る。今回の調査区は，前回より巨大高木の樹高もかなり

高いので，おそらく,haあたり現存量(地上部の拳)は
800tonに達するであろう。

このほか，この2年間にいろいろな基礎データが集め

られている。たとえば，土壌呼吸,落葉枝量,直径成長，

落葉や材の分解速度，林内の照度などである。動物はシ

ロアリに重点をおいて調査が行なわれている。一方，マ

レー隊の方でも，林内雨，地表流下麓，昆虫相，鳥類な

どの調査を行なっている。いずれこれらのデータがつき

あわされて，森林の物質循環系列とその速度などが明ら
かになるはずである。

マレーシアの林業

現在わが国がさかんに「開発」しているサバ・サラヮ

ク，すなわち東マレーシアのことは知らないが，西マレ

ーシアにおいても，現在さかんに大而職の伐採，焼払い

が行なわれ，その跡地がオイルパームやゴムの一斉造林

地に変わりつつある。森林の伐採更新の技術などについ

ては,先般,本誌に川名教授ほかが紹介されているので，

ここでは省略するが，こちらの山官のいうことには，周

囲43インチ以上の有用樹を伐採することをClearcuF

tingと呼ぶようである｡天然林は70年周期でClearcut=

tingされるが，いわゆる南洋材として利用される大径

材はこの2周期つまり140年を経たものがふつうとな

る。この伐採に先行して後継樹や稚樹の状態が調査され

る。その際，稚樹の状態悪く，更新困難と承られたとき

は，そこの伐採はもう70年延期される。いわゆるマラ

ヤンシステムであって，山官たちは世界にほこるべきシ

ステムだと胸をはるが，少鳧現地をゑた限りでは必ずし

も額面どおりには実行されていないようである。ついで

ながら，不用樹種を除くことがThinningであるよう

で，最近は環状剥皮して薬剤処理する方法が採られてい

るようだ。

一斉造林はマツ類を輸入して行なっているが，まだ小

規模である。かえって，ゴム園にその類型を承ることが

できる。ゴムは，皆伐，焼払いによって整地したあと，

列状に植栽されて，まことに斉一な林となる。平地では

直線に，傾斜地では等高線に沿って階段を切って植栽さ

れるので，飛行機からゴム園を承ると，ち旗うど指紋を
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承為ような感じがする。6年生ごろからゴムの採取可能

となり，成長にともなって幹に入れられる溝も多くな

り，30年生で老衰，皆伐改植される。

あれやこれや

マレーは人種の雑多な国である。その人口櫛成は西マ

レーシア870万人のうち，マレー人50％，中国人37％，

インド･パキスタン人11％，その他2％となっている。

政府関係者はマレー人，経済関係は中国人が握ってい

て，相互に仲はよくない。表面上は，両をうまくいって

いるように見えるのだが，その相克はかなりのものと見

受けられた。マレー人は，マレーはマレー人の手でとい

う意識だし，中国人朧金もないなまけ者のマレー人が何

だという対抗意識である。これが1969年5月の人種問題

の暴動となってあらわれた。現在は落ちついているよう

ではあるが,来年あたりふたたび危険だという説もある。

とにかく，マレー人，中国人の仲の悪さは相当なもの

である。たとえば，バスの運転手が中国人のときは，途

中駅でマレー人が手を上げて待って、､ても止めてやらな

い。われわれが作業員（マレー人）を乗せて調査地へ向

かう途中，ぬかる承で立往生している乗用車が助けを求

めてきたことがある。作業員たちにあと押ししてやれと

いったのだが，相手が中国人とわかったとたんにNO!

で誰も助けに行ってやらなかった。

人種が豊富なだけに，女性風俗も色とりどりである。

バティクと呼ばれる複雑模様の布地のサロンに長い黒

髪，色は黒いが楚をとしたマレー女性，さらに色は黒い

が彫りの深い顔に華麗なサリーを身にまとい，優雅に歩

むインド美人，トンボ眼鏡にミニスカー|､でちょっとお

侠な中国娘，となかなかカラフルな景色である。

言葉はマレー語が公用とされるが，英語，中国語も使

われ複雑である。たとえば，非常口，踏切りなどをはじ

めとして，重要な注意書きには，アルファベッI､標示の

マレー語(これが現在の公用)，アラビア文字によるマレ

ー語，英語，中国語の4種類の標示がしてある。街なか

の買い物やタクシーなどは，われわれのブロークン英語

でけつこう用が足せる。しかもそれはブロークンでない

と通じないのである。英国などに長くいた日本人がマレ

ーシアへ寄って，この国は英語が通じないと嘆くという

話である。

ついでながらマレー語をいくつか。人のことをオラン

という。菓子がクエン，魚はイカン，飯はナシ，水はア
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害
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ノビル（ゆり科）
三
三
=＝
一

薑全国いたる所の山野，原野，田畑
＝

三の畦，道沿いの土手などに自生する
＝

言生命力の非常に強い多年生の草本
＝

言で，地下の球根は割れて難繩してい
三

三く雑草であるが，畑地の中では取り
二二

三捨てても散ってもなかなか消えてい
一

言かないもので，百姓泣かせの草でも
ニー

三ある。ラッキョウやアサツキなどに
一

ミよく似かよったもので草丈は60～
＝

=80cmぐらい，葉は細長い管状，蕊
＝
ー

三の方はさや状，中ほどから上部にか
二

言げて三角状で，四面は凹入して漉に<漁妙齢やテンプラか〆に,_て地玲
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＝＝

めば上リヒリするとの意味であると三
＝

か。民間ではこの生葉に味噌をつけ三
三

畑仕事の途中，胸がやけるといって言
＝二

食べる風習がある。栄養的にすぐれ三

ているため大いに利用したい草であ三
＝＝

る 。＝

調理法軽くゆで冷水に取り適当三
＝
＝

に切り球根もいっしょに扱うこと。三
二＝

汁の実，酢味噌和え，ゴマ和え，辛三
三

子和え,浸物,すきやきの材料,薬三
味に利用｡生のまま味噌をつけて酒三
のつま承。その他類似縦鋤ヤマラッー

キョウがある。調理はノビルと同じ三
く油妙めやテンプラなどにしてもお三

三

いしいし，またラッキョウのように三
三

塩漬，甘酢漬に利用してもよい“花臺

は美しい赤紫色で自生地は主として薑
＝＝

平地原野よりも山岳地帯の草原に見三
三

られるものである。なお，小形のも三
‘＝

のでアサツキがある。菫
､＝

文・宮崎守三
＝＝
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三

ノビル（ゆり科）二

＝＝

薑全国いたる所の山野，原野，田畑
＝

三の畦，道沿いの土手などに自生する
＝

言生命力の非常に強い多年生の草本
二

言で，地下の球根は割れて繁殖してい
二

言く雑草であるが，畑地の中では取り
二二

三捨てても散ってもなかなか消えてい
二

言かないもので，百姓泣かせの草でも
＝

皇ある。ラッキョウやアサツキなどに

ミよく似かよったもので草丈嫁60～
三

=80cmぐらい，葉は細長い管状，韮
＝二

三の方はさや状，中ほどから上部にか
三

三けて三角状で，四面ほ凹入して溝に
＝

三なってラッキョウの葉に似ている。
二

言香りはニラのようなもので，花は初
＝

臺夏のころに茎の先に花茎を出して，

言パラリと散形の花序を立て，薄紫色
＝
二目‘

菫の球状に開花する。ノビルという呼

三ぴ名ぱ野に生えるヒル（ネギ，ニン
睾

薑ニクなどの総称である)。語源は噛
＝ニ

ニー

、瀞
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る。しかし，夜は涼しい。窓を開けて寝ると，明方には

寒いくらいである。夜が過ごしやすい点，日本の愛より

は快適であるかもしれない。北緯3度であるから，日本

でいう春分の日のころには，太陽が頭の糞上にやって来

て，たしかに影がなくなってしまう。この日以降秋分の

日まで，太陽は北から照ることになる。家は南向きにと

いう日本の常識はここでば通用しない。北向き南向きど

ちらも等量の光をうけるからである。だいいち，いかに

して太陽光をさえぎるかということが主題滋のである。

日本から持って来たポケットコンパスが，ここでは使

えない。日本と総度にして30度もちがうと，南針が下

りすぎて針が動かなくなるのである。日本では北針が下

向きにならないよう，南針に針金を巻きつけて荷重がか

けてあったということを，あらためて思い出したのであ

った。

× ××

4月末日には帰国の予定である。本日4月11日，北緯

3度のpasohの森には，今日もセミの声がにぎやかで

ある。

○

追記；4月30日無醐帰国いたしました。伐倒木の最大

は樹高58m,クンバシアという堅い重い木でした。

何を食べたらいいのでしよ うか？かとイヤーという。

仕事のことをケールジ死のことはマテとい う。いって，

ヤー，さあ仕事 ケールジャーでは気勢のというところで

上がらぬことおびただしい。立木がポコ，伐倒がポト

ポコポトンはずい分活ン，これは何やらぴったりして

用した。

食べ物は，中華，マレー，イ

そして安い。ホテルの食堂以外

ンド料理と豊かである。

なら，ちょっとした店でテルの食堂以外なら，

でも一人500円もあればけつこううまいものが食べられ

る。ただし，南国特有の辛さには注意しないとたいへん

な目にあう。唐辛子やカレーのからさをhotと表現する

感覚もよくわかる気がする。マレーの代表的な料理サテ

ー,日本のヤキトリ風の羊などの肉の串焼きだが，一串

10円程度である。ところが，たとえば20本注文して5本

食い残したとしても，’5本分の料金しかとらない。良心

的なところである。バナナ一房20円，コーヒー30円，

フカのヒレのスープ5人前で1,000円見当，天国ぷたい

なところである。ちな承に，タクシー最低料金40円，ク

アラルンプールからセレンバンまで約65km,バス120

円，タクシー200円（ただし4人相乗り）である。

暑いところではある。昼間はさすがに熱帯の感があ

1

0一

を下げていた家もあった。

日本最後の森林鉄道といわれている，木曽の森林鉄

道も，いよいよ今年の秋でおわりになる。駅前広場は

どうなるか，部落もこのまま残ることができるだろう

か。20年まえから，たびたびここを訪れ，部落のうつ

りかわりを見てきたわたくしには感慨ふかいものが

ある。東京木曽義夫

滝越の駅前

滝越部落は，木曽王滝の森林鉄道の最奥の部落で，

全部が三浦の姓を名のり，昔から'4～5戸の戸数がふ

えも減りもしなかったが，若者の離村がめだつように

なってから，だんだん変化が承られるようになった。

ここの祖先は三浦太夫といって，京都御所の侍であ

ったとか，源義平の家来三浦氏の子孫ともいわれてい

るが確かなことはわからない。永正元年(1564年)飛騨

の三木の兵400が白巣峠を越えて王滝に攻め入った。

この時，三浦八郎は一族をひきいて，木曽義元の軍に

くわわって奮戦したが，蕊元以下多くの木曽軍は討死

して敗退した。いま王滝に崩越という地名が残ってい

る。そこが木曽軍が破れたところである。昭和’8年

三浦ダムの完成とともに，三浦の人たば現在の滝越へ

移った。

部落の人は営林署や電力会社に関係して生計を営ん

でおり，王滝や上松への交通朧森林鉄道だけであり，

子供たちの通学は，村営のスクール列車である。写真

はその停車場で，駅前広場というわけだ。この店にい

けば日用品憾結溝まにあう。‐-.時はホルモン焼の看板

ー

ｊす
｛
まり
い
お
さ
て
下
し
て
ち
え
待
そ
お
枚
を
１
稿
を
寄
真
の
写
へ
に
澗
明
の
説
こ
の
１
Ｊ

館
活

ん
字儒
生の

－21－



居
冒
呂
呂
胃
呂
呼
凡
冨
。
呂
呂
苦
艮
“

■
。
ｑ
師
、

Ｉ

■
０

三
■
■

■
甲

●

日
日
Ⅱ
Ⅱ
０
■
■
郡
木
皿

■
一
■
■
■
■
．
叩
即

■

叩
■
日
〃
〃
砥
帥

－
５

０

８

１
日
。
“
恥
ロ
ロ
三
色
冒
口
呂
鈍

６

割
』
■
ａ
便
■
ロ
』
■
■
日
漫
喝
妙
ｐ
Ｂ
ｍ
・
』
ロ
■
●
■
輔
』
ぶ

り
口
口
重
ロ
ロ
ロ
●
ｃ
、
』
垂
Ｆ

８

０

■

■

０

■
蛆
伽
榊

吋
山
帆
叫
草
恥

０

■
申

■

●

０

８
０
９

静
、
。
。
■
呂
冒
、
島
四
勺
。
ｇ
舌
君
。
■
急

信州の山で食べて

いる植物

は輩たけと

浜武人

(林試・木曽分場）

』

筆者は15年ぼど前，研究のひまをぷて「信州いかも

の食い随想」という風がわりな随筆を書いた記憶がある

が，これがわざわいしたようで，今回「林業技術」より

山で食べている動植物について何か書いてほしいという

依頼がとどいた。年中で最も忙しい時期なので引きうけ

るのはどうかとも考えたが，信州の山菜にはいくらか興

味があって,2,3さし絵を書いておいたのがあったので，

これらを材料として思いつくまま筆をとってみようと思

い，お引きうけした次第である。ただし，山菜について

は，般近多くの方倉が単行本あるいは雑誌新聞にと筆を

とっておられるし，現に本誌でも4月号に四国の宮崎さ

んが季節を楽しむ野草料理という一文をものにしておら

れるので，華者の綴る拙文も，これらの方食のものと重

複するものが出たり，あるいは二番煎じとなるものもあ

ろうかと思われるが，この点はご容赦願いたい。なお，

山菜の場合は食べる時期が春先に集中するので，これが

本誌にのっても今年は間に合わないものも多いかと思わ

れるが，このこともあらかじめお許しいただきたいこと

である。

＝9

利用するものにクズ，カタクリ，花びらを利用するもの

としてサクラなどがあげられる。

ワラビ

《）取り方

信州のいたるところでとれるが，場所によって太いも

のと細いものがある。太くてよいものをとるには，その

地方の年寄りに尋ねればたいがいわかる。草原か草刈場

がとりやすいが，山火事跡にはすばらしく立派なワラビ

がどっさり生えていることがある｡手で簡単に折れるが，

近ごろ出回っているビニールの袋へとり，一杯になった

ら背中のリュックに入れる方法が鮮度が落ちない。ワラ

ビのあるところにはヘビがいることがあるから注意しよ

う。若い娘さんがワラピとりにいき，尿意を催したので

用を足していたら，マムシにお尻を食いつかれた。しか

し恥ずかしくてこれをいえないでいたところ，危篤状態

になり大騒ぎになったという話が伝えられているが，新

聞記事にならなかったので真偽のほどはさだかでない。

なお，近ごろ木曽の開田村あたりでは小中学生が全校で

ワラピとりをして，この代金でテレビや顕微鏡を購入し

ている。

4ウ食べ方

すぐ食べる場合はまずアクを抜くことが必要である

が，とってきたワラビを桶の底に1列にならべ，この上

に木灰をおき，これをくりかえして一杯になったら上か

ら煮湯をかけ，重しをして一昼夜おけ{爵翌日は大丈夫

（急ぐ場合は木灰童たは塩と一緒にゆでて，水にさら

す)，アクが抜けたらゆでて水でさらし，カツオブシをふ

ー

1．信ﾘ'l'lの山で食べている植物

信州は「信濃の国ほ十州に境つらなる国にして．…」

という歌の文句のとおり，完全な内陸の山国であるた

め，昔から山で食べている植物は非常に多く，草では，

ツクシ，ワラピ，イタドリ，ツリガネニンジン，ウリパ〃

シオデ，ウド，ミズブー，フキノトウ，フキ，モリアザミ

(ヤマゴポウ)，アズキナ，ヨモギ，ネンピル，ヤマイモ，

ナズナ，セリ，ゼンマイ，コゴミ，ワサビ，スイバな

ど，木の芽を利用するものとして，クラ，リョウプ，ア

ケピ，サイカチ，実を利用するものとして，シラクチ，

チンピ，アケピ，山ブドウ，山ナシ，ズミ，ナツハゼ，

トチ，クリ，クワ，ヤマグミ，マタタビ，コケモモ，シ

ドミ，ハシバミ，カヤ，サイカチ，ギンナンなど，根を
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‘りかけて醤油で食べるのがふつう。塩蔵する場合は濃い

'目に塩を入れて漬けておき，秋から冬になって水にもど

して，少し塩ののこった程度のものを三杯酢で食べる。

このほかワラビ御飯などがある。近ごろワラビを牛や馬

に大量に食べさせると脊椎の病気になるという話があっ

て騒がれているが，人間が春先わずかに食べる程度で

ば，まず実害はないようである。

シオデ

《〉取り方

信州のいたるところでとれるが，食べることを知って

し､るのは木曽谷の人たちだけのようである。平坦な土手

か，草原の中でとれるが，多年生草木なので一度あると

ころがわかると毎年とりにいける。

長くのびたつるの先端を折るだけでいいが，実物を知

らないと，とんでもないつるをとってくることがある。

畑で大量に栽培する人がそろそろ出て来てもいいと期待

してb､る承まだ現われない。

tウ食べ方

さっとゆでて醤油で食べることが多いようだが，味は

I山菜中の逸品といわれていて，アクがなく舌ざわりがよ

くて，さながらアスパラガスのようである。かつて皇太

子が独身当時，木曽の赤沢国有林にこられたので，これ

を出したところ侍従の皿をとり上げて食べられたという

伝説があるぐらいおいしい。

ウド

《）取り方

山の斜面で土層の厚いところにはすばらしいウドがか

くれている句地上に青い芽が長く出てしまわないうちに

掘りとるようにしないと，こわくなって食用にはむかな

くなる。信州では4月の終わりから5月の中旬にかけて

採集の適期である｡ウドとりには小さなクワか移植ゴテ，

ｶｰﾏなどを持参した方がよい。この植物のあるところに

はトケのあるバラが多いから気をつけないと痛い思いを

する。人にとられてもよければ,見つけた,芽を出したば

かりのウドに10cmほどの盛土をしてもどり,半月ぐら

いおいて掘りにいけば，白くて長い良質のウドをとるこ

とができる。なお掘る時には，次の年の楽し象を考えて

一部の根株をのこしておく。

②食べ方

栽培している市販のウドと同様の食べ方でよいわけだ

が，表皮をむいて適当に切り，ゆでてから酢味噌または

くるみあえで食べるのがふつうである。しかし，生のま

ま味噌で食べる人もいる。また細かく切って千切りにし

てさし承のつまに使う場合もある。ウドにもアクがある

ので，塩を一つま承いれて水の中に3時間以上いれてア

クを抜く。洋風の料理の場合は生のまま千切りにしてケ

チャップをかけると非常に合っておいしい。
妾頚9，3－管｡r粍邑吾画勺…轡唾￥勺ごﾀ…琴名毒や岳や弓延やむ､4令鍛、争凹を己･や＄一℃分蜀額憩－ﾐさ鈩塁雰恵垂、邑呑弱…ふうら…

誤 植訂正

No.373(4月号),No.374(5月号）の「林木の生

理'2カ月」に誤植がありましたので，下記のとおり訂正

いたしますとともに深くお詫び申し上げます｡

P 誤正

No.37327文献5)

No.37428右上か
ら14行目

SCH6NHORN

■

長谷川孝之先生

ScH6NBoRN

●

長谷川孝三先生
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キシンはなしと判断される。しかし一方エーテル抽出オ

ーキシンは休眠期から活動期にむかって増麓していく

が，展開しつつある針葉のなかには見いだせなかった。

大王マツについてのこの成長物質の検出はこのマツに．

草状期が存在することを説明するにはあまりに距離があ，

りすぎるが，成長物質が林木の成長現象と関係のあるこ．

とを一部実証している点でたいへん有益な研究である。

後述するようにペーパークロマトグラフィーとアベナ伸’

長成長テストを併用して成長促進物質と抑制物質とが分・

難されるに至り，さらに問題の解決へ前進することとな

った。以下，成長に影響する因子を外部・内部要因とに‐

わけて述べることとする。

a.外部要因

温度一成長には温度の最低，最遮最高の三主要点

(threecardinalpoints)が存在する。一般に熱帯植物

の三主要点は高く，寒帯植物では低い。しかし，成長と

温度との関係にはある温度をうける以前の植物体の履歴

が大切で，特に休眠打破にほそれ以前に低温をうけるか．

否かによって休眠打破温度が異なることは，前回種子の､

湿層処理について述べたところである。

スウェーデンのVEGIs2)は芽や種子の休眠につき,前休：

眠(predormancy)と後休眠(postdormancy)を真正

休眠(truedormancy)からわけ,休眠の進行につれて発

芽温度幅がせばまり，また真正休眠からの脱出移行期に

はその温度幅が広くなるとした。ある種の植物でば後述

の光条件のくり返しの中ですら，昼夜の温冷の周期的変

化が必要である。テーダマツ（Hiz"s"edn)およびダグ

ラスファー(RsezZdorszdgzz""2"zzibs")では一定温度より

温冷周期の存在によってよりよく成長する。この現象は

光周性にちなんで温周性(thermoperiodism)とよばれ

ている3>･

光一従来成長それ自体には光は不要で，光合成を通

じて間接的に成長エネルギーを獲得していると考えられ

ていたが，種子の休眠の項で述べたように最近光による

形態形成が明らかとなった。

マツ・カバ類などでは種子発芽におけると同様，芽の

成長開始・停止，形成層の活動休止に光周性が関与す

る4)。

成長期の長短について一般に天然分布緯度より北方，

すなわち長日条件へ移植すれば成長期が長びき，南方へ

移動すれば短くなる。したがって北方移動の場合霜害を

うける危険が多く，南方移動の場合儀小化に注意すべき

である。ポプラ（””伽s""jbhoczz"α）の成長は原産地

緯度および同．－緯度内でも海抜高と関係があり，原産地

を移動させたとき光周反応に対する相違から生育期間に

－－－一一一一一一

林木の生理12カ月
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はたのけんL,ち

（6）畑野健一
（東京大学演習林）

およそ林木の成長に関するほど，銘禽が別個の想像図

を描いているものはなかろうと思われる。ある人は林分

成長蝿を想定するであろうし，また樹幹解析図を，ある

いは物質生産の構図を，と､,った具合に千紫万紅であろ

う。その万華鏡の中へ，わたくしも〃成長〃についての

一つの図柄を挿入することにする。

IV.成長

アメリカ東南部に天然分布する大王マツ("7zzzsl"f･

"sかis)はわが国でもしばしば庭園樹として植栽されて

いる。このマツは幼苗期に藺草（イグサ）のような状態

で成育し，その後急に主軸が伸び出す。このはじめの時

期は草状期(grass-stage)といわれる。マツ類の成長と

成長物質との関係を外部形態と比較しながら調べるには

きわめて好都合の様相を呈して､､る'>・

草状期の苗木における休眠芽と針葉が展開しつつある

活動している芽について樹体内に内在する拡散性オーキ

シン(diffusibleauxin)を調べる。寒天ブロックに切り

取った芽から拡散性オーキシンを移し，そのブロックを

アベナ頭餓子葉鞘の片側にのせて子葉鞘の屈曲度を調べ

る。窪た芽の切片からエーテルまたは90％エチルアル

コールで抽出した抽出オーキシン(extractableauXin)

を寒天ブロックにまぜ固めたもので同様のアベナ屈曲度

を棚くる。草状期の苗木の活動している芽からは休眠芽

と同様拡散性オーキシンは全く検出されない。寒天に芽

からイソドール酷酸(IAA)を拡散させるときの移動方

向が求頂点であるため拡散されないのか,あるいはIAA

と同時に抑制物質が寒天に拡散されて成長促進作用をお

さえているのかもしれない。後者の抑制物質についての

可能性はエーテルおよびアルコール抽出液をIAAと主

ぜて寒天に吸収させると,IAAの作用を打ち消すまでに

強い抑制作用がないので，疑問は前者にうつる。拡散が

求頂点であるかどうか。一定量のIAAをブロックにし

承込ませ，これを3時間にわたって種なの時間，芽をそ

の上にのせて下に置いた寒天のアベナ屈曲作用の減衰

と，芽におけるその増加を再抽出によって検定すると，

求頂点は吸収もないことを確かめえた。また芽にばIAA

の分解も見られない。これらの実験結果から拡散性オー

＆
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差を生ずる。同じ種類のポプラ集団内で，かくして原産

地の無霜期の長さなどに適応した生態的品種が形成され

ている5)o

b.成長と休眠

林木の幹の伸長成長様式は針葉樹で代表される単軸分

枝型(monOpodial)の習性をもつものと，広葉樹の多く

に見られるような仮刺I分枝型(sympodiaDの習性をも

つものに分けられる。一般に植物組織の成長朧1成長期

間，・一生の間で最大成長期をもつs字型の曲線をもって

図示されるのが普通である。挿木繁殖による単軸分枝型

成長をするイタリー改良ポプラ苗でこのことは顕著にう

かがえる。しかし，林木には一生育期間中に二次成長を

行なうものがあり，このことは次の土用芽の項で説明し

たい。

伸長成長が止まっても形成層が活動していることがあ

り，休眠(dormancy)とは厳密にいえば，林木全体に月リ

いるより一つの組織が成長を一時的に停止している状態

に対して用いる方が適切である。休眠の分類は人によっ

てさまざまであるが，環境条件によって強いられる他発

休眠(quiescence,cimposeddormancy)と，休眠器官

内部の原因にもとづく自発休眠(resQおよび休眠器官

以外の器官から制約をうける準自発休眠(correlated

inhibition)を含ぬた生理的休眠(physiologicaldor-

mancy)にわけることができる。自発休眠は冬休眠，準

自発休眠は夏休眠ともいわれる3,6》･

晩夏に承られる休眠および春の芽の発芽には光周性が

関与していることが多い。マツ類では冬の冷気が休眠打

破に関係し，温室に冬中マツをもち込んでおくと春の芽

出しが遅れるが，春連続光にあてると不十分な冬の冷気

をつぐなうことができる。新しい茎は6月には伸長成長

は止まるが形成層は10月まで活動しつづける。ブナの

類(Rzgw9では休眠打破に冷期を必要とせず，連続光

によって休眠が破られる。カエデの類(AcE乃では光周

反応に特徴があり，頂点を長日，葉を短日にあてると，

両者を短日にあてるより早く休眠ぶ誘起される。逆に頂

点を短日，葉を長日にあてると節間の成長は落ちるが休

眠に至らない8)。

広葉樹では春季形成屑の活動は芽の基部で始まり，下

部へ移動する。その伝播の速さはカバ，カエデ，ブナ，

シナノキなどの散孔性(diffuse-porous)の樹種より，

ナラ，トネリコ，ニセアカシアなどの環孔性(ring-

porous)の樹種の方がより速い。

針葉樹ではこのことはあまり明白でない｡冬期,幹や針

莱の形成層がわずかに活動していることと関係があるら

しい。生育しつつある芽が存在するときの承維管束の分

化がおこる。形成層活動の刺激は幹でば下降的であり，

根では茎の方から先端へ向かって進んでいく。また環状

剥皮，芽や葉の切りおとしなどによって形成層活動が生

育しつつある葉から影響を受け，しかもその影響は下降

的であることが実証されている。

形成層活動が成長物質の流れによって決定されている

とすれば春材(earlywood)のような大きな細胞の生産

から夏材(summerWood)のような小さい細胞へ移る

ときは,これらの物質の減少や変化の結果と見られよう。

また風や昆虫害によって葉が落ち，更新されれば新しい

春材ができたり，くり返し葉が落ちたりすれば夏材のよ

うな正常な細胞膜肥厚がおこらず春材があらわれ，偽年

輪(falseannualring)を生ずる。これらのこともIAA

を用いて実験的に確かめられる3)。

根の成長は測定に難点があり，1本の木でも根の張る

位置によって温度・水分・酸素・炭酸ガス機度に差があ

る。地上部でできた炭素化合物の供給に依存する点が多

い。堂たその成長にリゾカリン(rhizocaline)という成

長ホルモンが仮定されたが（この物質については(3)の

さし木の項で述べた),この種の成長物質は幹から流れて

くるものと考えられる。

カエデ(A"'･s""""j"""z)などある種の落葉樹苗で

は冬期葉が落ちると，根の成長がおさえられ，芽の冷処

理期間が十分でない間続いている。春休眠からさめた芽

が活動するころ，根も成長するが，芽を全部取り除くと

根の成長はおさえられる。苗の時期をすぎ，成木になる

とこのような根の依存性はなくなる。針葉樹ショウナン

ポク(Z,iboced7･"sde"""zs)の苗では根の休眠は幹の

成長や冷処理要求度と関係はないが，冬期の根の休眠は

光周期の短日に関係があるようである。

根の抽出物については休眠期では成長期より成長促進

物質に富皐，抑制物質が少ない。このことを茎の成長点

などと比較すると奇異に思われ，今後の検討を待たねば

ならない。
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臣秀吉，徳川家康の人間性の相違を次のように端的に表

現して，教えられたものである。

啼かぬなら殺してしまえホトトギス信長

啼かぬなら啼かして承ようホ1､トギス秀吉

啼かぬなら啼くまで待とうホトトギス家康
ホトトギス

また，中学熾埼は，徳富蘆花の小説「不如帰」が当時

の青年の必読の書として，現在語でいえば，ベストセラ

ーを長く続けたものであるが，この小説が流行歌となっ

て「…･啼いて血を吐くホトトギス…･」の文句の全国

津々浦々の老若男女に口ずさまれたのであった。

このようなホトトギスの姿を見たことも，声を聞いた

こともないのは，わたくしだけのホトトギス音痴なのだ

ろうかと不安な気持ちもあって，林野庁の技官の現役や

OBにホトトギスのことを聞いてまわったが，剥製のも

のか図鑑なら見たことがあるが，残念ながら本ものは見

たことがないというのが圧倒的多数であり，声をきいた

ことのある人も，10人に1人もいないと思われるほど少

ない。

「ホトトギス自由自在」という名の小唄の文句は

「ホトトギス自由自在に聞く里は，酒屋へ三里豆腐

屋へ二里と言う在所でも，すいた，すいなお方と暮すな

ら，末は野ずえの,こもだれに,身はすてばちのこのから

だ」であるが,自由自在にきけるような在所は,日本列島

改造中の現在の日本では，すでになくなってしまったか

もしれないが，比較的その状態に近い山間僻地の温泉と

して栃木県の湯西川温泉を選んで浦遊に出かけてゑた。

ある宿屋に落ち着いて,さっそく入浴場に行くと,浴場

の設備はよくないがお湯はわるくない。「お湯は神経痛

によく効き，最初は熱すぎる感じがするが，身を沈めて

いると，そう熱くは感じないし，長い時間浸っていても，

のぼせることばない」と宿の人が教えてくれたとおりで

あった。

夕食時になると，一の膳には，イワナの焼きもの，天

然ブーメコの大根おろし，椎茸とコンニャクと熊の肉の煮

込んだもの，鯉のアライ，蕗の煮もの，等が適量に配腫

されている。二の膳には，大きな皿に-マイタケと山菜が

たっぷり盛り合わせたほかに，ブロイラーとキャベツの

大盛があり，御飯の時は味噌汁と山盛りの漬物が追加さ

れる。

食後すぐアンマを呼んだが，50すぎの女アソマが来

た。彼女惟眼が全然見えないが，頭と口はまことにしっ

かりしている。わたくしとの間に次の一問一答が交わさ

れた。

「この里でホトトギスの啼き声は聞けますか」

「夏になると，川辺でよく啼いていますよ」

ざ40叩10叩叩､U叩叩UU叩I'叩皿EM8M8加加Mn叩DMﾛ加9m加ﾛnQMpMMpnEOQM叩DM』皿加皿山且壺壺自記i記百一…ﾛ･ﾛ………･■･■･■…･…･lBIOO席

ほったしょうじ

堀田正次

（三菱製紙K.K.)

わたくしが小唄を習いはじめて8年の歳月がたち，習

いおえたものも150を越えるほどになったが，その中で

、､ちばん多く出てきた動物は「ホトトギス」という鳥で

ある。

習ったものの中から拾って承ても「茶の科か．…」｢田

舎づくりの…･」「ほととぎす自由自在．．：」「ひとこえ

榧････」「はやふけて…･」｢そらほのぐらき･．．」「よい

'のくぜつに…j「おりよくも…」「さ象だれや空に.．

．．」「き験はい蚤…」と10曲が即座に浮かんでくるし，

小唄の本をひろげて拾ってゑても「つゆもよい．…」「う

，めの実も･･」｢垣根卯の花…･」｢引潮の…」｢そらに

一声…･」と5曲が目につくほど多い。

この「ホトトギス」の5字の発声法が歌詞がかわるに

つれて，一つとして同じものがない。高く上げたり，低

く下げたり，長く伸ばしたり，短くち熊んぎったり，ふ

｡りおとしたりして，前後の文句とぴったりするような，

メロディーが創意工夫されている。

この道8年「ホトトギス」の発声に苦しめられている

と，逆にホトトギスという鳥に関心も起こり，愛着も湧

!いてくるが，さて30年の山役人の生活をしてきたわた

くしは，在官中にホトトギスに無関心であったためか，

あれがホト1､ギスの啼き声であったという記憶もない

し，これがホトトギスだという鳥を見た経験もない。

わたくしと同年配の日本人の生活環境の中には，ホト

トギスという鳥が，相当密接な関係があったことは事実

で，小学校時代に，名唱歌の一つである，

「卯の花のにおう垣根にホトトギス早やも来なき
て忍び音もらす夏は来ぬ」

を，オルガンに合わせてよく歌わされたし，お正月の百

人一首のカルタ会には「ホI､トギスなきつる方をな

がむれば」と上の句が読まれると，「ただ有明の月ぞ残

れる」のカードを探し出すために眼を皿にして緊張した

こともあるし，五月になると「目に青葉山ホトトギス初

鰹」という文句が今日に至るまで衰えることなく使われ

ていたり，小学校の日本歴史の時間には，織田信長，豊
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「どんな啼き声ですか」

「啼き声を真似ることはできませんが，鋭い声です」

「特許許可局というように聞こえるといっていますが

．…･」

「だいたいそのような啼き声です」

「ホトトギスは夜明け前によく啼くと！‘､いますが･･」

「夜明け前にも啼きますが，昼間でもよく聞けます」

「一度啼くと，大分間をおかないと啼かないと聞いて

いますが．･･･」

「そんなことはありません，短く続けて啼いています

よ．･･･」

「啼いて血を吐くホトトギスという歌のように，ロの

中が赤いと聞いていますが，どうですか」

「わたくしは盲目ですから，口の中を見たことはあり

ません」

「湯西川は自動車道ができるまでは，酒屋へ三里，豆

腐屋へ二里という在所だったでし狼うね」

「その当時はもっと不便でしたよ。今日のように便利

な里にしていただいたのは横川信夫知事のお蔭です」

「横川知事の評判は．…1

「横川さんは知事になられる前に林野庁長官をされて

いたためか，知事になられても，林業の振興に特に力を

注がれ，林道を開き，造林を奨励し，なかなかの実績を

あげられましたので，山村地帯では，絶大な信頼があり

ます」

「時盗，この里に来られますか」

「来られても，便利になったために，たいが↓､は日帰

りで，お泊りになることはありません」

一問一答も，このあたりでアンでの効果が出て来たた

めか，眠ってしまった。

神経痛によく効くお湯に長く浸りながら，下手な小唄

を口ずさんだあとのアンマの効果は，まことに百点満点

で，翌朝には，腰痛症もよくなった気がしてきた。

ペンの走りが，少し横道にそれたので，本筋に戻すこ

とにするが，日本人は平安朝の大昔から，夜通し起きて

いて，ホ1,1､ギスの初音を聞くという風流心があったら

しく，この傾向が明治時代まで続いたという。

ものの本によると，ホトトギスという鳥は，初夏の候

南方から渡来し，高原に住票，晩秋にまた南方に流れる

渡り鳥で，明治時代に催，東京市(都)の市(都)内でも

随時その声が聞かれたといわれている。

この鳥はおもに夜になって鳴くので，人の耳にもとま
ホトトギス

リにくく，文人俳人はもとより，一般の人にも時鳥熱

にうかされて，この声をきかんものと徹夜して頑張った

といわれている。

先日，荒垣秀雄氏の随筆「季節の余白」をよんでいた

ら，その中にホトトギスのことが詳しく書いてある。

その中からおもしろそうな所を拾って承ると，

『この鳥は自分で巣を作らず，ほかの鳥の巣に一つづ

つ卵を生象つけて廻るが，これはあちこちの託児所に預

け放しのヒナに遠くから音感教育を施す目的であるため

である。

卵の色が似ているウグイス，ミソサザイ，ホホジロ，

セキセイなどの空巣をねらって,無断拝借して産卵する。

その時もとあった卵を一つくわえて出して捨て，数を

あわせる。卵のかえるのも，家主のものより数日早く，

かえったヒナがゴソゴソ動かして，本家の卵を巣の外に

はじき出す。あとからかえっても，力が強く，先輩のヒ

ナを背中にのせて，放り出してしまう。そして乗取って

仮親の運ぶエサを－－羽で独占して育つ。ママ母は何も知

らずに他人の子供にセッセとエサを与えていつくしむ。

20日も経つと，ママ母より大きくなって，サンキューも

言わずに飛び立つ．．.』

ホトI､ギスのことをどの程度知っているのか知りたく

て，友人仲間を尋ね回っていたら，東北出身の一友人が
「わたくしの郷里ではホトトギスの啼き声を〃チョン，

チョン，カケタカ〃と聞こえるといわれていると教えて

くれたが，もう一人の東北人は「僕の国ではポット，カ

ケタカと啼くと､､われている」と教えてくれた。

関西の友人が「ホトトギスと､,う名の植物のあるのを

ご存知か」と質問してきた。

植物音痴のわたくしは，もちろん知る由もな､､。初耳
である。存在しないものを存在するかのようにだまされ

ているのではないかとわたくしは半信半疑で，いろいろ

と質問すると，彼はあれこれと説明するが，その説明が
わたくしを納得させる力がない。

翌日彼は「原色自然の手帖野の花」（佐竹義輔箸）

を持って来て「わたくしはウソは申しません」と見せて

くれたが，その本によると

『ホトトギスという植物は，花にある斑点が，鳥のホ

トトギスの胸の羽の斑点に似ていることから命名された

もので，7月～9月，茎の頂点から葉のわきに，短い靴

を出し，それに数個の花を開く･･･.』

と書いてある以上，信ずるよりほかあるまい。

本はよむものだ。話は人と交えるものだ。こんなこと

で，植物にホトトギスのあることを知り一一実物は見て

いないが一一つ賢くなったような気分になるのも悪

いことではない。

※本欄の執筆者大島卓司氏が病気療養中のため，今月号から，

堀田正次氏に交代してご執篭いただくことになりました
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歯
がわからなくなってくる。自然はまだまだ十分に解明さ

れていないので，しばしば原点に立ち帰って原生状態の

自然を別な観点，別な解析方法で解析する必要に迫られ

てくるが，特別な自然ばかりなく，ありふれた自然をの

こすことも必要で，具体的には大型の哺乳類の生存も考

えて1団地4～5千haば必要であるとしている。

ついで本論にはいり，林業における自然破壊と自然保

護について詳細に述べ，わが国の，とくに国有林のとっ

てきた森林経営方式を鋭く批判し，結局林業は多くの間

接的効用を十分に満足しうるような木材生産方式，従自

然的作業法（択伐，画伐）をとるべきで，皆伐にしても

一伐区3～5haを越えてはならないとしている。そし

て，長伐期，高蓄積林を造成し，優良材生産，適正量生

産にきりかえる必要のあることを強調している。

垂

大気汚染の指標植物

林試浅川実験林小林義雄

森林立地1973年2月N0.14-2P13～18

二着

大気汚染が植物に与える影響については，同じ生理棲

構をもつ植物を指標として利用することが，一般分析器

による方法に比べてより適当な場合が多いとして，著者

雄亜硫酸ガスとオゾンによる被害の現われ方について，

‘実験し，大気汚染の指標植物を検出し，その指標性を比
較している。

亜硫酸ガスに対しては，供試材料は鉢植えしたもの各

5個体を1組にして，亜硫酸ガス濃度0.8ppmで,1日

5～7時間あてくん煙し，半数以上の個体に可視被害が

出現した時間をもって比較したが，供試植物は木本類で

アカマツ外18種，草本類はソバ外7種，シ〆類はワラピ

外2種について行なっている。

オゾンに対しては，アカマツ，ケヤキ，ハルニレ，ヒ

ュウガミズキについて，9月にオゾン澱度0.5ppm,1

1日5時間あてくん煙実験した結果が述べられている。

なお，このような植物を実際に指漂として利用するに

〃ま，各地に生育している植物，あるいはそのために設置

した鉢植えなどを観察し，葉中のイオウ趾を測定して比

較し，汚染による被害の程度を判定するのがよいとして
も､る。

広葉樹利用についての一考察

一サワグルミ肥培試験

照井昇

岩手の林業1973年3月No.185P4～6 Fー－

県内新里村における事例であるが，同村は林野率96.4

％で，そのうち80％以上が広葉樹林であることから，

村から広葉樹利用について試験を依頼されたものであ

る。

とりあげた樹種は，各沢灸に散生しているサワグルミ

であるが’今回の施肥試験地は9haにおよぶ大群落の

中に設定された（試験地の面積5アール)。サワグルミ

は樹幹析解の結果から20年前後が成長髄最大と象て，

標準木を選定し,施肥区，無施肥区に分けて，47年6月

に試験が開始された。肥大効果についてはまだ調査結果

がでていないが，すでに相当の効果のあることが観察さ

れており，山村における広葉樹利用試験として注目され

る。

｡

■

林業と自然保護

京都大学四手井綱英

自然保護1972年9月No.124P2～10

自然保護の認識や保護という語の解釈がまちまちであ

るとして，その解釈を整理した上で，まず原生林の保護

が必要であることを指摘している。原生林はその地域の

気候，風土の代表であり，これを失うときは気候，風土
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クヌギ林の遺伝的

レベルアップのために

生産施設としての高密路網

宮崎大学青木信三

機械化林業1973年4月No.233P16～26
新谷安則

熊本の林業1973年3月No.400P2-4
これからの林業経営ほ，給与賃金の上昇にたえられる

だけ林木の成長愈を大きくし，良質多量の木材を生産し

なければならないし，また林地保全と自然保護の立場か

ら，小面積皆伐あるいは択伐によらざるをえないとし

て，そのためには，高密路網を整備して磯械化をよりい

っそうすすめる経営に指向するとゑて，著者の長年にわ

たる研究成果をふまえて，高密路網の林道密度決定理論

を展開している。

最近しいたけ生産の増加により，しいたけ原木として

最重要樹種の一つであるクヌギが注目され，その造林が

急速に伸びているが，現在までのところ造林用苗木につ

'いて遺伝的吟味が全くなされていなし､。したがって，現

在のようにタネ（苗木）の産地を全く考慮することなし

に造林すれば，将来不成績造林地の発生するおそれが十

分あるとして，昭和43年から研究がすすめられてきた。

育瀧法としては，採穂園方式はさし木技術がむずかし

･く，大蹴にしかも経済ベースで増殖することにほ疑問が

▲
凸

■一

河田博士による間伐指導林の

その後の成長について

長野営林局野尻署中野一雄

長野林友1972年4月No.156P5～11

あるとして，採種圃方式にし

ぼった。

その育種法は図に示すとお

りであるが，つぎ木部の異常

肥大による枯損が絶えずあら

われてくるが，きわめて正補

にゆ合した苗木は順調に生育

しているという。

また，どのような形質のも

のが，しいたけ発生に適して

(蕊-次11次代
劣竃クローン醗外

昭和23年7月に河田博士の指導によって設定されたヒ

ノキ人工淋の間伐指導林について，設定以来29年，39

年，46年の3回にわたって行なわれた成長調査の結果を

とりまとめたものである。

間伐無施行箇所との成長比較をみるに，樹高成長には

大差を生じないが胸高直径成長には差が承られ，幹材積

に影響がでている。

立木密度は収穫表（長野局）より20％以上多くなっ

ているが，成長経過は衰退していないので，場所によっ

ては，過密と思われる林分構成もよいと思われるとのこ

とである。

クヌギの育種法
いるかの資料も全くなく今後

の研究にまたねばならないが，とりあえず単位面積当た

りの材積増加を目標に研究をすすめている。
_里■■■

森林土壌の土色と炭素含有量

林試真下育久

森林立地1973年2月No.14-2P24～28

3

○飯塚三男：桐のはなし

林試場報1973年3月No.104P4～6林地の土壌を調査する際，まず目につくものは土色で

あり，土色はその土壌の性格について種為の情報を提供

してくれる。

土色を手がかりにして，土壌の性格，生成作用を判定

し，この土壌生成作用を柱にして分類体系がつくられる

が，このほかに層位の区分，その推移状態，腐植含量の

過多などの判定にも土色におうところが大きいとして，

これら土壌調査の実務に必要な項目について，既往の豊

富な資料を用いて説明されている。

○拍谷信一：緑化樹木生産のために一養苗

ぞうりんあおもり1973年4月No.93P13～16

○本多淳裕f環境保全のための微生物利用

資源1973年3月No.183P74～87
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ヤンージュウモソジシダ型，温帯（太平洋側）ではサ

ヮアジサイーァカソ型林床型の組成種として出現して

いた。そしてこれらの林床型は，ともにスギの1等地

を指標し，土壊はBE(崩)～BD(崩)型であった。

両林床型には共通組成種が多いので，アブラチャン

ージュウモンジシダ型につ､､ての承おもな組成種をあ

げて象ると，ハナイカダのほかに，次のようなものが

ある。アプラチャン，タマアジサイ，ミツバウツギ，

ウリノキ，コクサギ，ニワトコ，アマギアマチャ，ク

サギ，ジュウモンジシダ，ミゾシダ，イノデ類，アカ

ソ，イノコズチ，モミジガサ，ウワバミソウ，ムカゴ

イラクサ，ミズヒキソウ，ツリフネソウ，ドクダミ，

ホウチャクソウ，キンミズヒキ，フタリシズカ，カラ

スウリ，アマチャズルなど。

若い葉は食用にする。

〔指標植物シリーズその24〕

ハナイカダ

Hも！""Zgね血加"jaz
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螺蝋纈捌撫鰯雲
:無轆勘農離職綴駕難蕊
:有す｡初夏の膜,梨爾の中肋中央付逓に,鍾梗を､。
；た淡緑色の花をつける｡雄花は数個'雌花は'~3個’
：果は黒く熟し,球形｡雌雄異株。
：属名のHelwingiaはドｲﾂの牧師GA.Helwingの
:名にちな象,種名のjaponicaは日本の意｡和名のハナ
＃イカ〆は，花をつけた葉を筏にたとえたものである。
亀

i同様な花のつき方をするものにﾅギｲｶグ(ﾕﾘ科，
:外来品)があるが,これはﾅギに似た葉状枝の中脈に
;花をつける様子から名づけられている。
；ハナイカダは，暖帯から温帯にかけての，弱湿性か

;ら適潤な林地(B鱈~BD型土壌)に,純群落をつくる

離郷麓2呼巽慨灘
＃決めるさいの有効な指標植物として利用することがで
：きる。

；スギ人工林の全国的液糊査を行なったことがある
》が，ハナイカダは，暖帯上部～温帯下部でばアブラチ
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《か，ハナイカタば，峻帝上部～温帯下部でばアブラチ文・前田禎三，写真・宮川清；
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』

因技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか
りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく
省いて下さい。 〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷上がり3ページ以内)〕

画林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に
ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結櫛です。

〔400字詰原稿用紙10枚（刷上がり2ページ)〕

口上記についての投稿は会員に限ります｡また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

口図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から1枚について400字ずつ減らしてお書き下さい。
口原稿には，住所，氏名（必ずふりがなを付ける）および職名（または勤務先）を明記して下さい。
口原稿の採否，掲戦の時期については，編集室にお任せ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲載できません
ので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。
口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします。

口送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業妓術協会編集室

IuBIII1'''''IIIIIIIFIIIIIuDoIIIIIuIII1oIIJIIIIIvo,I｡wIIIIII,In'll#uDIIIIIIIuII1MIIIIII',IjIIIIIIIIIIb'l',,,0,IIIIIID,111'1,j80II'0,,,,in,,u8,'lhi,,i,fi',,,,,,n,uo,0fIIIIjoo,IIBuIIJII1,8,j,911,,,,#010,,,,,000i,,,,000I1,,,,0,,,00,1,80IIIoooIIIo8,1J,8,,I

-30-

句



一息いれようとして，この花を見つトリソウを押葉した時，心の奥底で

けその名を告げるのであるが．…。結婚のことを考えていたのだろう

前略･…「やさしそうなきれいなか，そして山歩きも，これがおそら

花ですね。名前が素敵でいいですく最後になるのであろうと思ってい

ね｣。たのに違いない。・・後略

青年は大事そうに一輪取ってメモ 取り上げている約100種の植物は，

帳に挿承込んだ。私は知っていた。一部を除いて，日本中どこででも野

その青年は初恋の人を忘れ得張山山に行けば見られる，植物にそうく

歩きをこの年まで統けていることわしくない人でも，名を聞いたり，

を。その年の暮，青年は嫁さんをも一度や二度は見たこともあるような

らった。そして山歩きのできる職場親しゑ深いものが多い。

を去った。中略････青年はこのツマ

（お申し込み，お問い合わせは直接発行所にお願いします）

nll888hil$#0#nluOO1nllul8mlulllnlOUIInltuOOOIIWul888nluOO'lllluOO111IwIIIInlluO1IhIIIIoUnllljOnlll1ljOO1nllllll111luj8011081$06nUIUIO8nlll8001hlllO801'加叩､

下記の本についてのご注文は，当協会へ

古書臆とかく売切れになりやすいので，ご注文は，お早目に。お申し込承に対
し在庫がありましたら，すぐ送付致しますから，それによってご送金下さい。

の竈雛、
…四

信濃花歳時記

B6判244ページ定価530円

発行所（社）信濃路

（長野市南県町産業会館内）

発売所（社）農山漁村文化協会

（東京都港区赤坂7－6－1）

【

血上君

地方の都市の比較的大きな本屋を

のぞくと，よく一隅に特別の書架が

置いてあり，その地方の歴史,地理，

風俗等を扱った出版物や，地方出身

者の詩集など瞳いてある。出張の折

など暇とふところの事情が許せば，

本屋をのぞき，土産がわりの一書を

選ぶのは楽しいことだし，後だの思

い出として趣き深いものがある。長

野県ほ特にそのような出版の盛んな

所らしく，信濃路の本は中でも異彩

を放つ存在であるらしい。

本祷は，長野県在住の自然を愛す

る人盈17人が信州の野山に咲く花

を書いたもので，著者の一人，千村

速男氏は長野営林局に勤務する山官

である。

山好き，植物好きという共通項を

もって寄り合った17人の著者の職

業は,学者,教師,詩人,画家などさ

まざ童で，花に寄せる感懐にそれぞ

れの人となりや，生活をうかがわせ

る特徴が出ていて面白い。オムニバ

スの効果が十分に出ているというこ

とであろうか。

「つまとりそう」についての千村

氏の記述を引用して内容を想像して

いただこう。初夏の山を歩きなが

ら，連れの青年に結婚をすすめる。

書 名著者

林木種子の活力に関する実験長谷川孝三
的研究

日本主要樹種林分収穫表'早尾丑麿

林木ノ風衝生態其ノ他林常夫
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身近な造林技術

木曽御料林愛護論

北海道の林業

平山三男
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_旦一

大日本老樹名木誌本多静六編A5434頁大23,000P1
P11

北海道大学和歌山地方演習林今井義雄B5117頁昭463,000R
樹木写真図譜

日本北アルプスの森林限界線今西錦司A5鞭頁昭101,000P]
に ついて図1枚

新しい庭木200選伊佐義朗A5238頁昭44480円
Colour96

林業地代論石渡貞雄A5300頁昭281,000R

うるし，漆樹と漆液伊藤清三A5277頁昭241,000R
PIs2

森林の生理鏑木徳二A5205頁昭52,000R

森林の科学知識鏑木徳二A5202頁昭51,000R
PIsl3

海岸砂地のクロマツの塩害に門田正也B595頁昭37800R
関する生理雄熊学的研究

林業政策論甲斐原一朗A5627頁昭302,500円

樺太庁臨時森林作業所官行研樺太庁森林B5675頁昭24,800円
伐事業誌作業所絹纂地図6枚グラフ5枚

ユ
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言 下20～30mにある地下水を含む砂れき層には，酸素､曼三

酸 欠空気＝＝

量と結びつきやすい鉄分が多鐙に含まれており，地下水皇
＝

三最近になって大都市の建設工事現場で,酸素の欠乏がく象上げられると地層中の空気と接触し,その酸素喜

彦臓鯉鯨鯛麓鴨翰読上鯨鰯蕊墨患繍繍這
皇：大部分の生物は空気中の酸素を摂取して，エネルギすると事故の原因になります。三
＝

昌一代謝をおこない生命を維持していますが，そのうち通常の空気中には21％程度ある酸素が16～12％に三
三 I＝

身人間がもっとも酸素の欠乏に弱いとされてい童す｡人減ると,それを吸う人間の呼吸･脈榑が増加し,顔色号
冒間の脳は,あらゆる生物の組織のうち，もっとも高度が紅潮したり青白くなったり作業にミスが多くなった曼
冒に分化発達して複雑な機能をつかさどっており,呼吸りします｡,4~9%になると,精神.動作が不安定に三
三 二

言iによって多趣の酸素をエネルギー源として消饗してい厳ってき，’0～6％の酸欠空気を吸うとただちに意識言
言 雪
冒るからです。したがって，酸素が欠乏すると即座に脳を失って倒れます。それ以下の空気を吸うと，ほんの三
三 ＝

難蕊嬢蓮磯鰯憾脳｡織鎗呼噛驚鰯鰯灘繊W熟笙
冒『酸欠空気が発生するおもな原因は,大型ビﾙや工場た場合でも脳の障害が後遺症として残る恐ろしいもの皇
譽による大堂の地下水くみ上げにあるといわれます。地です。二
言
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森
林
に
対
す
る
国
民
的
要
請
の
変
化

第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
わ
が
国
は
、
驚
異
的
な
復
興
を
遂
げ

た
が
、
こ
れ
は
、
経
済
復
興
と
い
う
一
大
命
題
を
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
、
ま

さ
に
挙
国
一
致
と
い
う
表
現
が
あ
て
は
ま
る
体
制
で
経
済
優
先
、
産
業
優
先
の
政
策
を

推
進
し
て
き
た
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
経
済
大
国
の
地
位
を
確
立
し
た
現
在
、
経
済
復
興
と
い
う
「
合
言
葉
」
は

国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
て
き
た
。

む
し
ろ
、
急
激
な
経
済
成
長
が
も
た
ら
し
た
種
含
の
ひ
ず
象
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
提
起
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
、
頭
初
、
予
想
し
な
か
っ
た
よ
う
な
皮
肉
な
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
関
係
が
深
い
森
林
に
対
す
る
要
請
の
変
化
に
も
現
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
数
年
来
、
自
然
保
護
、
生
活
環
境
の
整
備
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
の
充
実
に
対
す
る
国
民
的

要
請
も
顕
現
化
し
て
き
て
い
る
。

本
来
、
森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
木
材
の
生
産
等
多
面
的
機
能

を
有
し
て
い
る
が
、
戦
後
の
復
興
時
代
に
は
、
国
土
保
全
の
機
能
、
復
興
材
お
よ
び
生

産
原
料
と
し
て
の
木
材
の
生
産
機
能
が
強
く
要
請
さ
れ
、
近
年
は
森
林
の
も
つ
公
益
的

機
能
、
と
く
に
国
民
に
慰
安
を
与
え
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
と
か
生
活
環

境
の
維
持
増
進
と
い
っ
た
効
用
が
と
く
に
要
諦
と
し
て
ク
鱈
ｌ
ズ
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い

差
句
。

こ
の
よ
う
に
森
林
に
対
す
る
国
民
的
要
請
は
、
そ
の
時
代
、
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
森
林
に
対
す
る
そ
の
と
き

ど
き
に
変
化
す
る
要
請
に
対
処
し
つ
つ
、
長
期
的
観
点
に
た
っ
て
森
林
の
多
面
的
機
能

を
最
大
に
発
揮
し
う
る
よ
う
な
森
林
造
成
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
問
題
解
決
に
対
す
る
要
請
ば
、
特
定
な
問
題
を
解
決
す
る
と
い

っ
た
近
視
眼
的
な
観
点
か
ら
、
必
要
以
上
に
増
幅
さ
れ
、
他
の
条
件
が
見
落
と
さ
れ
た

り
、
消
去
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
森
林
に
対
す
る
国
民
的
要
請
も
、
ど
こ
か
で

適
正
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
、
そ
の
本
質
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
対
処
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
Ｓ
生
）

一
・

牢

ヤ
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日本林業技術協会第28回通常総会報告

昭和48年5月29日（火）午後1時より東京都港区芝西久保巴町36－1，農林年金会館1階

ホールにおいて開催。会員8,592名（内委任状提出者8,442名）が出席して盛大に行なわれた。

総会は福森理事長の挨拶に続いて参議院議員柴田栄,林野庁長官,林業試験場長,林業団体代表

の祝辞のあと，第19回林業技術賞受賞者の表彰，第6回林業技術奨励賞受賞者の表彰，第19

回林業技術コンテスト受賞者の表彰，日林協永年勤続者の表彰を終わって総会議事にはいった。

議長に岩間義雄氏を選び，下記議案について審議し，それぞれ原案のとおり承認可決された。

議事終了後，林業科学技術振興所の藤岡光長賞の表彰を行ない午後4時閉会した。

第28回通常総会決議公告

昭和48年5月29日開催の本会第28回通常総会において次の通り決議されたので，会員各位

に公告します。

昭和48年5月29日

議案

第1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

昭和47年度業務報告ならびに収支決算報告の件

原案通り承認可決

昭和48年度事業計画ならびに収支予算および会費改定の件

原案通り承認可決

昭和48年度借入金の限度額の件

原案通り承認可決

日林協会館建設の件

原案通り承認可決（38ページ参照）

昭和47年度業務報告

昭和47年度の諸事業は，会員をはじめ関係各方面の深いご理解とご支援のもとに，順調に

進渉し，総会において承認された事業計画以上の業績をあげることができた。

－33－



昭和47年度収支決算報告書

（1）損益計算書
自
至Ｉ 鯛:罐謂網）

借

冒｜金
費

費

方

’

｜
還
事

科 額

（円）
16,713,066

258,762,066

摘 要

(円）
元
業

一般事業讃

航測事業饗

57,365,964

201,396,102 』

航
研
一

検
指
管

測
究
般

査
導
理

饗
賛
費

22314J782

17j877j624

152,416,061
“？

人
運
件
営
賀
識

125,892,100

26,523,961

その他費用 27,781,186

売上値引

雑損失

減価償却費

引当金勘定繰入

161,370

2,212,182

15,012,634

10,395,000

草
期
当

津
首
期
一
合

保養所費

棚卸品

剰余金

計

778,307

Z616,316

11,886,714

496,146,122

貸

「霊

’
1

方

科 目 額

（円）

13,5里2蝿
423,205,580

摘 要

(円）
会
事
盤
業
収
収
入
入 ’

一般事業収入

航測事業収入

65,599,198

357,606,382 一
一

航
研
そ

検査収入

指導収入

他収入

測
究
の

18,112,410

2Z720,000

5,211,904

I

や

受 取利息

雑収入

引当金勘定戻入

２
ワ
］
０

１
９
０

８
０
０

Ｚ
ｑ
＆

７
一
○
７

５
０
５

喝
Ｌ
ｚ草津保養所収入

期末棚卸品

合計

b

957,419

Z386,862

496,146,122 ’
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(2)貸借対照表

昭和48年3月31日現在

借 貸方 方

(円）
410

656

000

948

357

500

890

592

8,140,

6Z883,

70,000,

14,629,

2,779,

1,953，

3，884，

2，280，

。

侭

肺本

晶今

14,411,804

295,000

1,200,000

12,535,344

36,216,128

20,000,000

45,000,000

5,364,754

11,886,714

(3)財産目録

昭和48年3月31日現在

目｜金 目｜金｜科科 額

〔円）
2,530,646

35,319,756

209,193

2,755,552

28,000,000

1,800,000

16,291,549

87,478,289

1,713,600

2,887,310

15，000

7,386,862

4,000,000

51,761,143

36,877,603

6,647,8“

額

－一

金
金
金
金
金
託
金
金
券
金
金
品
用
物
品
備

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
仮
貸
棚
前
士
器
設

部分林

敬金

合計

支払手形

未払金

借入金

前受金

預り金

仮受金

納税引当金

長期借入金

小計

Z271,750

25,516,000

318,462,097

8,140'410

67,883,656

70,000,000

14,629,948

2,779,357

1,953,500

3,884,890

2,280,592

171,552,353

預
預
貯
預
信
入
証
費
建
備

掛
払
付
卸

通
座
替
期
付
収
価
払
地
具

ろ

■

’

正味資産 146,909,7“

計合 318,462,097

－35－

科目｜金額 科目｜金額

金
金
金
金
金
託
金
金
券
金
金
品
用
物
品
備
林
金

預
預
貯
預
信
入
証

掛
払
付
卸

通
座
替
期
付
収
価

払費

地建

具傭

分

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
仮
貸
棚
前
士
器
設
部
敷

（円）
2,530,646

35,319,756

209,193

2,755,552

28,000,000

1,800,000

16,291,549

8Z478,289

1,713,600

2，88Z310

15,00o

z386,862

4,000,000

51,761,143

昭
狸
釦
叩

６
８
７
０

，
３
Ｊ
ｊ

７
７
１
６

７
４
７
１

８
６
２
５

６
６
Ｚ
旬

３
２

支払手形

未払金

借入金

前受金

預り金

仮受金

納税引当金

長期借入金

退職給与引当金

価格変動準備金

貸倒引当金

基本財産

運営財産

退職給与積立金
～

設備充当資金積立金

繰越剰余金

当期剰余金

合計318,462,097 合計318,462,097



(4)剰余金処分

5,3“754円

u,886,714円

1．繰越剰余金

1．当期剰余金

計

之を処分すること下記の通り

1．会館建設引当金

1．設備充当資金積立金

1．繰越剰余金

17,251,468円

円
円
円

10,000,000

5,000,000

2,251,468
4

昭和48年5月29日

竜、

P

東京都千代田区六番町7

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

上記社団法人日本林業技術協会の昭和47年度業務報告，収支決算報告（損益計算書，貸借

対照表，財産目録）について監査の結果，すべて適法かつ正確であることを認めます。

監事筧正二

監事五十嵐英一

昭和48年度事業計画

事業方針

国民の幸福と繁栄のために，森林を良好な状態に保ち，その利用を永遠に保続することこ

そ林業技術関係者の究極の使命である。

林業技術者は広い視野のもとに,技術を研さんし,相互に団結を強め,現下森林ないし林業

の当面する諸問題を解決し，林業人としての社会的責務を果たさなければならない。本会は

この意味で会員の社会的活動に資することを任務として事業の展開を企図するものである。

一方，本会は幾多の先人と13,000余の会員との深い理解と温かい友情に結ばれ，50年の

輝かしい歴史を重ねてきたが，風雪に耐えぬいた森林記念館も老朽，狭院化し全国林業技術

者のメッカとしての機能を十二分に発揮しえない現状となったので，ここに50周年記念の

追加事業として，装いも新たに新館を建築し，今後の飛躍発展への礎石を打ちたてたい。

よって，昭和48年度の事業は，

（一）組織活動の強化（二）機関誌の充実と公益事業の拡充（三）調査研究ならび

に林業コンサルタント業務の拡充と定着（四）航測技術の向上とその普及，新技術の開

発と新分野の開拓，および技術指導（五）開発途上国への技術協力

に重点を指向するとともに，新館建築という歴史的大事業に全力をあげることとする。

これがために，本会財政基盤の将来に向かっての充実を期して，航測事業を主力とする一

般収益事業を引き･つづき積極的に推進する計画であるo

一
一

心

、
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昭和48年度予算

｜ 収入 支 出

項 目

千円
030

千円
21,710

1，910

1，230

6，180

還元盤 会誌発行費

交付金

補助金

指導奨励費

31,

《

研究指導饗 林業技術研究
指導費

航測研究饗

25,760

16,740
"坐

噸,割｡|…萱鍵|，"”
一般事業饗74,340出版費l

〃I

図書購入費

広告募集費

物品製作賀

映画製作蟹

資料複写識

32,740

10,160

1,780

1,060

19,380

7，300

1，920

……
影
量
査
真

毅
識
費
独

38,460

113,950

87，340

79，210

一

6，000

5,650

120,000

8

｜
’

刀

部分林賀

施設備品賀

予備澱

300

24,000

5，000

’

計643,990合 計’643,990 合

－37－

項 目

会費収入

研究指導収入

航測検査収入

一般事業収入

航測事業収入

建築費借入

その他収入

千門

21，660

46,730

19,000

78,500

355,000

120,000

3,100

会盤収入

鱗溌研究

航測研究指導
収入

航測検査収入

出版収入l

〃 I

図書販売収入

広告収入

物品販売収入

映画収入

資料複写収入

撮影収入

測量収入

調査収入

写真収入
『Fdl■

建築喪借入

草津寮収入

受入利息

雑収入

千円

21,660

27,730

19,000

19,000

34,600

10,700

2,000

1,200

20，000

8，000

2，000

42,000

125,000

98,000

90,000

120,000

０
０
０
０
０
６
Ｊ
Ｊ

１
１

500



会費改定の件

本会の会費は下記のとおりの経緯を経て今日に至ったが，諸物価高騰のため，昭和48年度

よりつぎのとおり改正したい。

’

在改’現 正

1,600円

1,200円

’ 種一時金

種｜年額

甲
特別会員

乙

20,000門以上 30,000門以上

3，000円以上2,000円以上 4

日林協会館建設の件

1．建物の現状
君、
夕

森林記念館

林業技術センター

新館

倉庫

⑨
“

ｍ
″
″
″

０
０
６
０

９
６
９
ワ
ー

●
■
●
●

６
４
３
７

６
３
０
９

２
１
２

延
延
延
延

12竣工

1〃

3〃

3〃

木造2階建

鉄筋コンクリート3階建

プ戸ツク3階建

木造2階建

昭26．

〃38．

〃43．

〃44．

2．改築の理由

本会の本館（森林記念館）は建築以来22年を経過し，白蟻の発生をみたり，天井，壁の

剥落等があり，老朽化してきた。また，本館の狭院をカバーするために，内部改造を行ない，

柱をとり，梁の補強を行なったが，耐震上よりこれ蓑た不安なものがあり，建物自体が限界

に達しているものと思われる。

一方，本会の事業量も年を増加し，人員も役職員80名，写真室要員6名，航測コンサル

タント室要員12名，計98名に達し，すでに本館には収容しきれず，金井ピル，市川ビル，

サンライズビルに分散執務中であり，なお今後10カ年の見とおしにおいても，若干の増員

が予想され，その収容が問題となり，業務運営上今後ますます不便さを増し，会員へのサー

ビス，関係官庁その他外部に少なからぬ迷惑をかけるおそれが生じている。

また，一方最近の建築費のupを考慮すれば，なるべく早く改築するのが得策と考えられ

る◎

以上のような理由により会館の建築を計画し，これを本会50周年記念事業の追加事業と

して，とりあげたい。

3．建築資金について

イ．寄付金の募集は一般には行なわない。

ロ．全額借入金により三菱銀行麹町支店より190,000,000円借入の見込・

ハ．借入金は元金10カ年均等払いとする。

4．場所について

現在場所は位置的にも，交通的にも好適であり，代替地についても検討したが，いずれも

具合がわるく，現在場所に改築することとした。

5．既存建物の取りこわし

鉄筋コンクリート建の林業技術センターはその建設の経緯，経過年数等よりして残存せし

めて，その他の建物を取りこわして建築するという案についても検討したが，施工上の問題

コストの問題，完成後の不便さなどより，この際全部取りこわし，新しいビルを新築する考

えである。

＝

◆

W

－38－

普通会員 年額 1,000円



《
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垂1

■

。

6．工事は6月から着手することとし，完成はおそくとも49年4月末を予定する。

7．新館は地下1階，地上5階建とし，延1,702.54m2(514.99坪）の予定。

8．基本財産の取りくずしについて

本会基本財産である既設建物の取りこわしにともなって，基本財産の取りくずしがなされ

ることとなるが，新館完成後本会土地を評価替えして基本財産に組入れる予定である。

9．理事会の承認

「会館改築の件」について昭和48年2月6日理事会を開催して事務局案を説明，慎重審

議の結果全員一致で承認済である。

lⅢ11Ⅲ11Ⅲ'11Ⅲ|ⅢIⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ111ⅢⅢⅢ1111ⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ11|Ⅲ11|ⅢⅢⅢl11lllllllllⅢⅢIⅢⅢIⅢⅢⅢⅢⅢlⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ11ⅢIⅢ1ⅢⅢlllllllllllllll'ⅢⅢ11ⅢⅢⅢilllⅢⅢⅢ11'ⅢⅢⅢⅢⅢIIⅢⅢⅢⅢIIⅢⅢⅢIⅢⅢⅢ1ⅢIⅢ

第19回林業技術賞･第6回林業技術奨励賞

および第19回林業技術コンテスト入賞者発表

第19回林業技術賞および第6回林業技術奨励賞

5月10日幕査会を開催し，下記のとおり決定し，表彰

式は5月29日本会第28回総会の席上で行なわれた。

○林業技術賞

「地すべり防止工法に関する研究と実施の業績に

ついて」

新潟県林務課福本安正

「"伐木造材の訓練システムの開発とその普及〃

に関する業繊について」

沼田営林署

訓練システム開発グループ

「線下作業排除のための"引付フック使用作業方法〃

について」

高知営林局三宅頼雄

大菊等

○林業技術奨励賞

「緑化樹ヤマモモ等に関する業縦について」

徳島県林業試験場高橋公一

rライトアングル集材方式の開発について」

鵡川営林署

穂別製品鞭業所グループ

第19回林業技術コンテスト

5月28日午前9時から東京営林局会議室で21名（14

件）の参加者を得て開催。同日発表終了後審査を行ない

次のとおり入髄者を決定し，第28回通常総会の席上にお

いて表彰式を行なった。

○林野庁長官賞

「雪中埋蔵によるトドマツ苗木の床替について」

帯広営林局本別営林署高野宏

「簡易架線用ストッパー付ブロックの改良について」

北見営林局生田原営林署佐野健一

安倍川浩二

「機械化による新間伐の施業体系（第3報）」

一作業索誘導装置外一

札'晩営林局定山渓営林署笹谷政二

高橋藤三郎

○林業技術協会賛

「無下刈法の開発について」

熊本営林局都城営林署牧野豊吉

「床替え作業の適期拡大について」

秋田営林局村山営林署細梅辰雄

「簡便な土壊分析による緑化工法の改善について」

長野営林局飯田営林署田中豊

白井守

－39－
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＝

三 ＝
＝

■雫
」「

◎会費値上げについてお願い。
ニ

ー ＝
二二
三弓
。雲
L■＝

三～■

皇別掲のとおり本会の第28回通常総会におきまして会喪の値上案が承認可決いたしました。ぎ
ぎ ＝
■三
■■現在の会費は昭和43年4月に改正され,今日に至っておりましたが,近年諸物価の高騰により』言

●

章 令
一

＝

言 三
値上げせざるを止むなきに至りましたので，なにとぞご了承賜わりたくお願い申し上げます。‐日 ＝
』r
二 ■

なお決定いたしました会費額は38ページ掲載のとおりで，昭和48年度（昭和48年4月）言
＝
＝

言 夏
』皇
L■
より実施いたします。ロ

ー
＝

て

皇 言
了達■
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』

協会のうごき 二、

、第1回理事会

昭和48年5月29日午前10時より，東京都千代田区芝西

久保巴町36－1農林年金会館会議室において開催

出選者18名

委任状8名

計26名

顧問…松川，坂口，蓑輪

監事･…五十嵐，寛の各位出席

福森理事長より挨拶ののち，小田専務理事より総会提

出議案について説明，寛監事より監査結果適法かつ正確

であった旨報告。正午閉会した。

＠その他

5月30日午前中林業技術コンテスト参加者の都内見学

を行ない，午後から主婦会館ホールにおいて，支部幹事

打合会出席者および林業技術コンテスト参加者の合同懇

親会を開催した。

P森林航測編集委員会q

5月9日（水）千代田区六番町主婦会館会議室にお

いて開催

出席者：北川，白須，鈴木，中島，渕本，正木，山本

の各委員と，本会から，渡辺,八木沢,福井，

杉山

◎支部幹事打合会

昭和48年5月30日午前10時より，東京都千代田区

六番町，主婦会館会識室において会務運営について協議

した。

出席者営林局支部10名

都道府県〃9名

大学〃5名

本部直属分会2名

協会本部11名

計37名

し林業技術編集委員会q

5月14日（月）千代田区六番町主婦会館会議室にお

いて開催

出席者：天田，熊崎，高田，只木，長岐，中野真人，

中村，西口，弘中の各委員と，本会から，八

木沢，福井，寺崎

唾
、

q

誠

昭和48年6月10日発行

林業技術第375号

編集発行人福森友久

印刷所合同印刷株式会社
一 ～一一－

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7（郵便番号102）

髄話（261）5281（代)～5

編集室（261）3412

娠替東京60448番）
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＝ ＝＝＝
一
一

＝＆＝
＝

＝ ＝
＝

「一画」＝山火事予知ス量
＝ト

ボタ
ー

ー ー

ー

ー

＝ ＝二＝＝＝
＝

図案標語を募・．≦
＝

集〃≦
弓＝

＝
＝＝
二
一

＝

＝
＝＝
一

＝
＝

菫1．応募資格
二＝

言何の制限もありません。ご家族でも，学生でも，こ
皇の種の仕事にご理解下さる方どなたでも結構です。
舅2・募集〆切期日および送付先
量㈹〆切期日
＝

言昭和48年7月15日
＝

言何送付先

三

入 賞三

入賞者には，賞状および記念品を贈呈する。三
二

'等{鵜鯛蕊樗舗謡蕊葛記号
念品＝

＝

'鋪{驍報静し…"門農…誉
＝

佳作若干名に記念品＝
＝

ボスター作成

入選作品のうち特に優秀なものは，昭和48年三
＝

度本協会山火事予知ポスターとして使用す三
＝

る ｡=

作品の要領

要旨

山林火災予防を国民一般に周知させ，森林愛皇

護の必要性を強調したもの。但し未発表の創言
＝

作 に限る。菫
＝

用紙の大きさと色彩＝

大きさB4版縦37cm,横26cmを標準とし，言

懸誌顔:鋤,彫,水彩,""ｿ,菖
三

何でも可）＝
＠予知紙を入れる窓(8cm×8cm)を必ず作言

＝

ること。

＠山火事予知標示色（明るい紫味青，にぶ青三
＝

味紫，灰味赤紫，にぶ赤紫）の4色は必ず三
：＝

使 用のこと。＝

＠山火事危険全国推移図もとり入れること。三
＝

標語（山火事予防）について文語，口語，長三

さも自由。但し，山火事予防，森林愛謹を強皇
＝

調した適切なもの。 言

作品の裏面にも住所,氏名を必ず明記のこと。薑

その他

図案,標語，必ずしも一緒でなくても結構で言

す 。言
入賞に値する作品が2点以上ある場合は上位三

三

1点のみ入賞とする。三
三

応募作品は一切返還しません。

入選作品の著作権はすべて日本林業技術協会壱
＝

に 帰属する。言

4．

一の極のf工事にご埋解I､さる万どなたでも結構で＝

舅2．募集〆切期日および送付先
量㈹〆切期日
＝

言昭和48年7月15日
＝

三何送付先

東京都千代田区六番町7日本林業技術協会
＝

二
三 電話（261-5281）＝

＝＝

言3．審査および発表
＝

言《）審査員
三

日本林業技術協会理事長その他＝

皇（剛発表方法
＝

入賞者に直接通知するとともに，本協会会誌三

＝

言業技術」に発表

作品（例）（昭和47年ポスター）

#

a坐

5．

6.

｢林 《）

沙一
二
二
一
三
二
二
二
一
二
一
二
一
二
一
二
二
一
二
一
二
二
二
一
二
二
一
二
二
一
二
雪
二
一
二
二
二
二
一
壱
二
二
二
二
一
二
二
一
二
毒
一
二
一
二
一
二
二
二
二
一
二
二
一
二
一
宝
二
一
二
一
室
二
二
一
ニ
ニ
ロ
ニ
ニ
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
二
一
雲
一
二
二
二
一
二
二
二
二
一
二
一
二
一
二
一
二
二
一
二
一
二
二
一

何

~

例

１
。

I 同

7．
P

《）

㈲

@’

㈲

日本林業技術協会社団法人＝

＝＝
ー ＝
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掌森 林計測毒
各学術の入門者がたやすく学べる統計の理論と応用方法

京大壷罎岸根卓郎博士箸（新刊出来）

綿吏；統計理論蓋畿描写患驫瀧
コンピュータを中心とする情報化社会におくれないため

には，統計学の理解と応用こそ緊要課題である。本聲は

この観点から近代統計学の理論と応用が体系たてて容易

に理解でき，この一冊あれば初心者でも完全にマスター

できるよう新しく編成された入門書です。林学の学生，

研究者，技術家も身につけおくべき知識の懇切な新著。

新
刊

撒都府立大教授大隅真一博士｡山形大教授北村昌美博士

僧州大教授菅原聰博士，他専攻家3氏共著
A5上製440頁･図64版定価1600円・送料170円

従来の測樹学に最新の計測技術を導入した画期的傑作

本書は近代林業を目指して従来の測樹学を脱却し，章を

緒論(概念,範囲と分け方,小史,記号,量と単位,精度その

他),1樹木の測定畷説,幹形,伐採木の測定,立木の測定，

樹木の生長段の測定，樹木の重量の推定),2林分の計測

(概説,林地面積の測定,毎木調査による林分材積の推定，

標準地又は標本地による材積の推定，プロットレスサン

プリングによる推定,航空写真による推定,林分重量の推

定,林分生長量の推定と予測),3大面積の森林蓄積の調査

(概説,航空写真の応用,標本調査による森林蓄積の推定）

付録＝森林計測のための統計的基礎，関係付表,に分ち，

森林を対象とする計測技術の新しい体系を確立した新著

学算嚇業耀営獄業
P

ル

」烏取大学助教授栗村哲象著運(新しい林価算法較利学）
A5上製400X･図30版定価1500円・送料140円

本書は,従来の林価算法較利学を徹底的に批判摂取し,近

年急速に発展しつつある会計学，特に管理会計論を参考

とし,新しく林業管理会計論を体系化した新著で,編を1

総論2林業個別管理会計論(林業資産評論論,林業投資

決定論3林業総合管理会計にわかちて説明すると共に

殊に類書にない林価算法と一般の不動産評価法との関係

を明かにし,また,一々問題と解答を掲げて詳述してあり

林業家,学生,技術家は勿論,農業経営研究家の必読書。

京大教授赤井重恭博士著（樹病と木材腐朽の新解説）

樹病学総論鐵織0腎尊邊驫濡
章を○序論○樹木疾病の原因○伝染病の発生機構○樹木

(林木)の保謹対策○材質腐朽と防腐にわかち,従来と異る

編成で,新しい研究と実際防除に役立つよう簡明に記述。

◆
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第 3巻

造林編森林立地編

保誰・食用菌編
林業技術史

捧

一

B5版．834ページ・上製本・頒価8,500円・送料実費

Ｊ
１

50余人の斯界の権威が5年の歳月を費して，調査・執筆に当たってきた明治100年

の林業における技術の発達史（全5巻）は，第1巻（地方林業編上）を昭和47年7月

に刊行し好評発売中であるが，引きつづき第3巻を昭和48年5月下旬に完成し発売し

ています。

林業技術史は，農林業の行政担当者，研究者，教育者，実務家および学生はいうま

でもなく，広く産業・経済史の研究者，教育者，技術行政担当者の参考書として，ま

た郷土史研究家等の資料として役立つところが大きいと考えます。

発行所。社団法人日本林業技術協会・東京都千代田区六番町7
TEL(261)5281(代）〒102振替東京60448
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デンドロメータI型 (改良型日林協測樹器）
35,000円（送料共)20mテープ'1,500円
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砿最460gさ 147mm
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主な用途

a.ha当り胸高断面秋の測定

b単木および林分平均樹高の測定

cha当り材職の測定

d傾斜度測定

e.方位角測定および方位設定

定
川
百
六
十
円
送
料
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円東京都千代田区六番町7課日本林業技術協会蒋惣甥)綴'0(鯛幕
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